
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
長
年
に
わ
た
り

日
中
友
好
の
活
動
に
格
別
の
ご
尽

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
４
月
に
中
国
を
訪
問

し
、
パ
ン
ダ
誘
致
活
動
を
通
じ
て

交
流
を
積
み
重
ね
て
き
た
陝
西
省

と
の
間
で
「
友
好
県
省
関
係
の
発

展
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
ま

し
た
。
ま
た
、
10
月
に
は
、
日
立

市
に
お
い
て
日
中
の
民
間
友
好
交

流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る

「
第
18
回
日
中
友
好
交
流
会
議
」

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
本
県
と
中

国
の
経
済
・
人
的
交
流
に
一
層
の

弾
み
が
つ
い
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

日
中
関
係
は
依
然
と
し
て
様
々

な
懸
案
や
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
が
、
皆
様
の
草
の
根
活
動
を
礎

と
し
た
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
パ

ン
ダ
誘
致
活
動
に
加
え
、
中
国
か

ら
の
企
業
誘
致
や
誘
客
促
進
、
活

発
な
人
材
交
流
に
向
け
て
、
引
き

続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
多
方
面

に
わ
た
る
交
流
が
更
に
深
ま
り
ま

す
よ
う
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
実

り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
各
地
区
日
中

や
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
友
好
活
動

に
ご
尽
力
を
賜
り
、
ま
た
当
協
会

へ
の
運
営
に
御
支
援
、
御
協
力
を
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更更
なな
るる
発発
展展
をを
目目
指指
しし
てて

ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人
茨茨
城城
県県
日日
中中
友友
好好
協協
会会

名名
誉誉
会会
長長

大大
井井
川川

和和
彦彦

民民
間間
交交
流流
とと
地地
域域
連連
携携
のの

ささ
らら
なな
るる
発発
展展
にに
期期
待待
しし
てて

ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人
茨茨
城城
県県
日日
中中
友友
好好
協協
会会

会会
長長

川川
津津

隆隆

( 12 )

株式会社秋山工務店 株式会社秋山工務店(水戸)
有限会社アドバンスメント イガラシ綜業株式会社
茨城県農業協同組合中央会 株式会社サイバーテック
昭和建設株式会社 鈴縫工業株式会社
関彰商事株式会社 中央労働金庫茨城県本部
Top Rights JP Consultant株式会社 日立高速印刷株式会社
日本労働組合総連合会茨城県連合会 ひろうら
水戸ヤクルト販売株式会社 株式会社山森
学校法人あさひ学園認定こども園あさひ幼稚園 （順不同）

協賛企業・団体

秋秋

山山

進進

荒荒

川川

透透

荒荒
蒔蒔

和和
裕裕

飯飯
岡岡

幸幸
一一

五五
十十
嵐嵐

則則
夫夫

石石
田田

タタ
キキ
子子

今今
橋橋

孝孝
司司

岩岩
田田

光光
造造

岩岩
田田

由由
彦彦

臼臼
井井

平平
八八
郎郎

内内
山山

隆隆
正正

内内

山山

裕裕

梅梅
沢沢

正正
紀紀

大大
井井
川川

和和
彦彦

大大
津津

亮亮
一一

荻荻

直直

樹樹

小小
田田
部部

卓卓

落落
合合

恵恵
一一

小小
宅宅

清清
史史

海海
東東

英英
晴晴

川川
上上

光光
彦彦

川川
﨑﨑

一一
馬馬

川川

津津

隆隆

川川
津津

由由
希希
子子

川川

又又

保保

木木
名名
瀬瀬

幸幸
吉吉

木木
下下

貴貴
文文

木木
村村

憲憲
英英

木木
村村

凛凛
子子

木木
本本

信信
太太
郎郎

久久
保保
田田

利利
克克

熊熊

谷谷

真真

髙髙

建建

華華

黄黄

磊磊

朱朱

宇宇

坤坤

徐徐

涛涛

鈴鈴
木木

沙沙
羅羅

鈴鈴
木木

俊俊
一一

曹曹

瓅瓅慧慧

高高
井井

英英
花花

高高

崎崎

進進

高高
野野

貴貴
世世
志志

髙髙
橋橋

榮榮
子子

高高
濱濱

孝孝
美美

高高
柳柳

拓拓
也也

多多
々々
納納

三三
男男

玉玉
造造

順順
一一

寺寺
﨑﨑

久久
美美
子子

寺寺
山山

正正
史史

照照
沼沼

重重
輝輝

内内

藤藤

学学

中中

川川

周周

生生
田田
目目

裕裕

西西
野野

真真
幸幸

沼沼
田田

安安
広広

袴袴
塚塚

孝孝
雄雄

林林

太太

一一

潘潘

憲憲

生生

広広
原原

町町
子子

藤藤
井井

生生
美美

馬馬

興興

栄栄

益益

野野

博博

丸丸

山山

悟悟

宮宮
崎崎

泰泰
司司

宮宮
本本

正正
枝枝

村村

田田

豊豊

村村
本本

修修
司司

森森

秀秀

男男

八八
木木
岡岡

努努

山山
名名

芙芙
美美

渡渡
辺辺

達達
彦彦

（（
五五
十十
音音
順順
）

当当 協協 会会 はは 常常 時時 皆皆 様様 のの
ごご入入会会ををごご歓歓迎迎申申しし上上げげてて
おおりりまますす。。
ごご希希望望のの方方はは事事務務局局ままでで
ごご一一報報くくだだささいい。。

入入会会ごご案案内内ペペーージジ

★
昨
年
10
月
19
日
・
20

日
、
日
立
市
で
開
催
し

た
第
18
回
日
中
友
好
交

流
会
議
は
、
大
盛
況
と
絶
大
な

好
評
を
得
、
成
功
裡
に
閉
幕
し

ま
し
た
。
友
好
交
流
会
議
の
記

念
事
業
と
し
て
の
パ
ン
ダ
フ
ェ

ス
は
、
３
回
目
を
迎
え
一
層
充

実
し
て
来
ま
し
た
が
、
取
り
分

け
実
行
委
員
会
と
し
て
務
め
た

学
生
諸
氏
の
活
躍
が
注
目
さ
れ

ま
す
。
第
４
回
の
開
催
が
10
月

17
日
・
18
日
、
日
立
市
に
決
定

し
ま
し
た
。

★
地
区
協
会
の
投
稿
が
増
え
ま

し
た
。
地
域
の
事
情
等
で
活
動

の
濃
淡
は
当
然
で
す
が
、
参
加

意
思
の
表
明
は
大
い
に
歓
迎
さ

れ
る
も
の
で
す
。
今
後
の
更
な

る
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

★
４
コ
マ
漫
画
の
登
場
は
、
紙

面
に
花
を
添
え
て
い
ま
す
。

(

常
任
理
事

益
野

博)

ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人
茨茨
城城
県県
日日
中中
友友
好好
協協
会会

役役
員員
一一
同同



頂
い
て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
４
月
に
茨
城
県
と
陝

西
省
の
間
で
「
友
好
県
省
関
係
の

発
展
に
関
す
る
覚
書
」
の
締
結
が

あ
り
ま
し
た
。

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

皆
様
の
御
協
力
の
元
、
パ
ン
ダ
ア
ー

ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
パ
ン
ダ
ン
ス
の

普
及
活
動
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
県
内
学
生
の
訪
中
団
派
遣
な
ど

各
種
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
、
今

で
き
る
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
草

の
根
交
流
を
促
進
し
、
更
な
る
友

好
関
係
の
構
築
に
努
め
て
参
り
ま

し
た
。

そ
し
て
、
10
月
に
は
戦
後
80
年
、

(

公
社)

日
本
中
国
友
好
協
会
の
設

立
75
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節

目
の
年
に
「
第
18
回
日
中
友
好
交

流
会
議
」
と
第
３
回
目
を
迎
え
る

「
パ
ン
ダ
フ
ェ
ス
」
を
記
念
事
業

と
し
て
開
催
し
、
積
み
上
げ
て
き

た
民
間
友
好
交
流
と
地
域
連
携
の

さ
ら
な
る
発
展
に
期
待
す
る
１
年

と
な
り
ま
し
た
。

本
年
は
特
に
厳
し
い
環
境
で
す

が
民
々
交
流
を
中
心
と
し
て
、
日

中
両
国
の
平
和
と
発
展
と
共
に
子
々

孫
々
ま
で
の
友
好
関
係
の
構
築
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

し
て
新
春
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
春
を
迎
え
、
茨
城
県
日
中
友

好
協
会
の
皆
様
に
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

県
内
経
済
界
に
お
い
て
も
、
日

中
両
国
の
安
定
的
な
交
流
と
相
互

理
解
の
深
化
は
、
地
域
産
業
の
発

展
に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
人
材
・
技

術
・
文
化
の
往
来
は
、
新
た
な
価

値
創
造
の
源
泉
で
あ
り
、
企
業
規

模
を
問
わ
ず
幅
広
い
産
業
に
活
力

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
、
貴
会
に
は
両
国
間
の

友
好
促
進
の
架
け
橋
と
な
っ
て
頂

け
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
お
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
「
第
18
回
日
中
友
好

交
流
会
議
」
を
茨
城
で
開
催
す
る

な
ど
、
日
中
間
に
お
け
る
政
治
課

題
が
あ
る
中
に
お
い
て
、
民
間
レ

ベ
ル
で
の
両
国
間
に
揺
る
ぎ
な
い

友
好
関
係
を
築
い
て
い
こ
う
と
す

る
活
動
を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

連
合
茨
城
と
し
て
も
、
パ
ン
ダ

招
聘
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
諸
活

動
へ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

日
中
友
好
協
会
が
民
間
外
交
の

役
割
を
果
た
し
、
両
国
の
友
好
関

係
が
益
々
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
、
な
ら
び
に
日

頃
よ
り
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
っ

て
い
る
関
係
各
位
に
、
心
よ
り
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国

際
情
勢
は
依
然
と
し
て
不
透
明
さ

を
増
し
、
日
中
関
係
を
取
り
巻
く

環
境
も
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
そ

の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
は
改
め
て
「
相
互
理
解
」
と

「
民
間
交
流
」
の
重
要
性
を
再
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

日
中
友
好
の
原
点
は
、
政
府
間

の
関
係
だ
け
で
な
く
、
人
と
人
と

の
誠
実
な
交
流
に
あ
り
ま
す
。
文

化
、
教
育
、
経
済
、
観
光
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
、
草
の
根
の
交
流
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
、
相
互
不
信
を
和

ら
げ
、
未
来
へ
の
信
頼
を
育
む
最

も
確
か
な
道
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

特
に
今
後
は
、
次
代
を
担
う
若

者
同
士
の
交
流
を
一
層
重
視
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
学
生
交

流
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
対

話
、
地
域
に
根
ざ
し
た
共
同
活
動

な
ど
を
通
じ
て
、
国
境
を
越
え
た

「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
築
く
こ

と
が
、
将
来
の
日
中
関
係
の
安
定

と
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

ま
た
、
農
業
分
野
は
、
食
料
安

全
保
障
、
環
境
保
全
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
と
い
っ
た
共
通
課

題
を
抱
え
て
お
り
、
日
中
双
方
が

知
恵
と
経
験
を
共
有
で
き
る
重
要

な
分
野
で
す
。
茨
城
県
は
日
本
有

数
の
農
業
県
と
し
て
、
高
品
質
な

農
産
物
、
生
産
技
術
、
人
材
育
成

の
面
で
大
き
な
可
能
性
を
有
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
は
、
農
業
交
流
や
人
材
交

流
を
通
じ
て
、
相
互
理
解
を
深
め
、

信
頼
に
基
づ
く
実
践
的
な
協
力
関

係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
、
地
域

か
ら
日
中
友
好
を
支
え
る
力
に
な

る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
実
り
多
き
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
、
そ
し
て
日
中
両
国
の

友
好
と
平
和
が
さ
ら
に
深
ま
る
年

と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

( 2 )

両両
国国
間間
のの
懸懸
けけ
橋橋
にに

一一
般般
社社
団団
法法
人人
茨茨
城城
県県
経経
営営
者者
協協
会会

会会
長長

笹笹
島島

律律
夫夫

揺揺
るる
ぎぎ
なな
いい
日日
中中
友友
好好
関関
係係
にに
向向
けけ
てて

連連
合合
茨茨
城城

会会
長長

久久
保保
田田

利利
克克
夫夫

草草
のの
根根
のの
交交
流流
のの
積積
みみ
重重
ねね
がが
、、

未未
来来
へへ
のの
信信
頼頼
をを
育育
むむ

茨茨
城城
県県
農農
業業
協協
同同
組組
合合
中中
央央
会会

会会
長長

八八
木木
岡岡

努努

( 11 )

木村千春
（稲敷市）

根本 さくら
（日立第一高等学校付属中学校）

中中学学生生のの部部

一一般般のの部部

沢田佳伸
（三重県津市）

西川 怜
（大分大学教育学部付属小学校）

縄 乃々香
（札幌市立資生館小学校）

小小学学生生低低学学年年のの部部 小小学学生生高高学学年年のの部部
第第６６回回

パパンンダダアアーートトココンンテテスストト
最最優優秀秀賞賞受受賞賞作作品品

伊藤 未桜
（大久保中学校）

江川 里緒
（取手松陽高等学校）

高高校校生生のの部部 一一般般のの部部

高高校校生生のの部部

野上 渚咲
（日立第二高等学校）

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
と
ぱ
ん
だ
ー
る
く
ん
・
ぱ
ん
だ
ー
な
ち
ゃ
ん
を
テ
ー
マ

と
し
た
「
第
６
回
パ
ン
ダ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

開
催
し
、
８
月
30
日
（
土
）
水
戸
駿
優
教
育
会
館
に

て
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
応
募
者
総
数
１
３
３
８
名
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、
パ
ン
ダ
ア
ー

ト
の
文
化
芸
術
を
通
し
て
友
好
活
動
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
日
展
審
査
員
の
諸
先
生
方
の
厳
正
な

審
査
に
よ
り
選
ば
れ
た
絵
画
部
門
と
四
コ
マ
漫
画
部

門
で
そ
れ
ぞ
れ
の
賞
に
輝
い
た
受
賞
者
が
出
席
し
、

２
０
０
余
名
の
関
係
者
が
集
い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第第
１１
回回
『
ワワ
ンン
ダダ
ーー
パパ
ンン
ダダ
ーー
ララ
ンン
ドド
』』
ダダ
ンン
スス
ババ
トト
ルル

表彰状授与の様子

中中学学生生のの部部

第６回
パンダアートコンテスト
受賞結果については
こちらのQRコードから
ご覧いただけます

第第
６６
回回
『『
パパ
ンン
ダダ
アア
ーー
トト
』』
ココ
ンン
テテ
スス
トト

ダ
ン
ス
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
Ｓ
Ａ
Ｍ
氏
が
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
振
り
付
け
を
施
し
た
『
ワ
ン
ダ
ー
パ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
』
の
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
が
10
月
18
日
（
土
）

に
パ
ン
ダ
フ
ェ
ス
（
会
場:

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

新
都
市
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
に
Ｓ
Ａ
Ｍ
氏
を
迎
え
、
ダ
ン
サ
ー
チ
ー

ム
10
組
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
由
曲
と
、
課
題
曲
『
ワ
ン
ダ
ー

パ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
の
２
曲
の
ダ
ン
ス
で
競
い
合
い
ま

し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
賞
金
20
万
円
と
賞
状
が
Ｓ
Ａ
Ｍ
氏

か
ら
手
渡
さ
れ
、
最
後
に
出
場
者
全
員
で
記
念
撮
影
と

『
ワ
ン
ダ
ー
パ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
を
踊
り
閉
幕
と
な
り

ま
し
た
。

受
賞
結
果
は
次
の
通
り
。
〇
グ
ラ
ン
プ
リ

踊
狂

〇
準
グ
ラ
ン
プ
リ

C
heer

B
oo

〇
３
位

K
2N

R
-H
IH
A

ＳＡＭ氏と出場者全員で記念



「
第
18
回
日
中
友
好
交
流
会
議
」

が
10
月
19
日
と
20
日
で
茨
城
県
日

立
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

19
日
15
時
〜
記
念
事
業
で
あ
る
”

パ
ン
ダ
フ
ェ
ス
”
に
よ
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
幕
が
開
き
、

冒
頭
（
公
社
）
日
本
中
国
友
好
協

会
宇
都
宮
徳
一
郎
会
長
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
来
賓
に
は
中
国
駐

日
大
使
館
張
漪
波
公
使
参
事
官
や

国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
市
町

村
長
等
多
く
の
方
々
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

同
日
18
時
〜
ホ
テ
ル
テ
ラ
ス
ザ

ス
ク
エ
ア
日
立
で
「
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
を

含
む
２
２
７
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

相
撲
甚
句
と
共
に
迎
え
ら
れ
な

が
ら
茨
城
県
日
中
川
津
隆
会
長
や

中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
袁
敏
道

副
会
長
、
県
日
中
名
誉
会
長
で
あ

る
大
井
川
和
彦
茨
城
知
事
、
呉

江
浩
駐
日
大
使
等
が
登
場
し
、
会

場
は
一
気
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、

鏡
開
き
と
ふ
る
ま
い
酒
の
の
ち
乾

杯
と
な
り
ま
し
た
。

ね
ば
〜
る
君
達
と
納
豆
餅
の
餅

つ
き
、
ぱ
ん
だ
ー
る
く
ん
、
ぱ
ん

だ
ー
な
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
チ
ア
ダ

ン
ス
チ
ー
ムD

E
LIC
IO
U
S

☆
が

『
パ
ン
ダ
ン
ス
』
を
明
秀
日
立
学

園
功
労
学
校
の
ダ
ン
ス
部
「B

lu
e
Fairies

」
が
『
ワ
ン
ダ
ー
パ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
を
披
露
し
、
会

場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
懇

談
の
輪
が
広
が
り
翌
日
の
会
議
に

向
け
て
参
加
者
の
絆
を
深
め
る
楽

し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

20
日
「
地
方
都
市
間
の
新
し
い

交
流
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
日
立

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
「
第
18
回
日

中
友
好
交
流
会
議
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

全
体
会
議
・
開
会
式
は
主
管
で

あ
る
川
津
茨
城
県
協
会
会
長
の
開

会
宣
言
で
幕
を
開
け
、
宇
都
宮
会

長
は
「
多
彩
な
民
間
交
流
を
推
進

し
、
対
話
を
重
ね
て
日
中
友
好
の

使
命
を
果
た
す
」
、
袁
敏
道
副
会

長
も
「
建
設
的
で
安
定
的
な
関
係

を
築
い
て
い
く
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
呉
江
浩
駐
日
大

使
、
外
務
省
か
ら
吉
田
智
久
美
地

域
調
査
官
、
大
井
川
和
彦
茨
城
県

知
事
が
来
賓
と
し
て
参
加
し
、
祝

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
①
地
方
都
市
間

交
流
、
②
継
承
と
創
新
、
③
青
年

の
活
躍
、
④
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
と

い
う
４
つ
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、

第
１
分
科
会
「
地
域
間
相
互
連
携
」

で
は
、
県
上
海
事
務
所
の
鈴
木
賢

嗣
所
長
が
茨
城
県
の
観
光
地
や
食

の
豊
富
さ
等
を
紹
介
し
、
４
月
に

友
好
県
省
関
係
の
発
展
に
関
す
る

覚
書
を
締
結
し
た
茨
城
県
と
陝
西

省
が
共
同
で
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
「
両
国
、
ア
ジ
ア
、
世

界
の
平
和
の
た
め
の
協
力
と
信
頼

関
係
を
官
に
先
立
っ
て
積
み
上
げ

る
」
な
ど
と
す
る
大
会
宣
言
を
採

択
さ
れ
、
第
18
回
日
中
友
好
交
流

会
議
が
閉
幕
さ
れ
ま
し
た
。

21
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に

は
30
名
が
参
加
さ
れ
、
国
営
ひ
た

ち
海
浜
公
園
、
那
珂
湊
「
さ
か
天
」

を
観
光
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

公
園
で
は
、
み
は
ら
し
の
丘
一

面
を
真
っ
赤
に
染
め
る
コ
キ
ア
の

美
し
い
風
景
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

参
加
者
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
上
が

る
な
ど
大
変
好
評
を
博
し
、
那
珂

湊
の
「
さ
か
天
パ
ー
ク
」
で
は
、

新
鮮
な
海
の
幸
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
く
等
茨
城
県
の
魅
力
を
存
分
に

感
じ
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
同
士

の
交
流
も
一
層
深
ま
る
観
光
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

( 3 )

第第
1188
回回
日日
中中
友友
好好
交交
流流
会会
議議
iinn
茨茨
城城

オープニングセレモニー開幕の様子

挨拶をする宇都宮会長張 漪波 公使参事官鏡開きの様子

ねば～る君と一緒に餅つきを披露

全体会議の様子

参加者全員で記念撮影

( 10 )

第
４
回
パ
ン
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス

ト
が
10
月
19
日
（
日
）
に
パ
ン
ダ

フ
ェ
ス
（
会
場:

日
立
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
新
都
市
広
場
特
設
ス
テ
ー

ジ
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
年
齢
を
超

え
た
10
チ
ー
ム
が
手
作
り
の
衣
装

や
パ
ン
ダ
の
耳
を
模
し
た
髪
型
等

で
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
レ
ン
ジ

を
加
え
た
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
か

わ
い
ら
し
い
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
出
場
チ
ー
ム
そ
れ

ぞ
れ
が
表
彰
さ
れ
、
各
チ
ー
ム
か

ら
個
人
賞
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
結
果
は
次
の
通
り
。

〇
グ
ラ
ン
プ
リ

10`s
sung

〇
準
グ
ラ
ン
プ
リ

ヨ
ガ
・ZU

M
B
A

ス
タ
ジ
オ
正

〇
３
位

B
lack

B
A
M
B
O
O

〇
入
賞

H
A
PPY

H
A
PPY

H
appy

☆nagisa
stars

K

２N
R
-H
IH
A

〇
ぱ
ん
だ
ー
る
く
ん
賞

Pinky
Friday

〇
ぱ
ん
だ
ー
な
ち
ゃ
ん
賞

パ
ン
ダ
招
へ
い
を
応
援
す
る
会

〇
ね
ば
〜
る
君
賞

北
茨
城
市
立
関
本
保
育
所

〇
納
豆
お
兄
さ
ん
賞

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブK

usuK
usu

今
年
度
で
３
度
目
と
な
る
、
日

立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
新
都
市
広

場
で
２
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
パ

ン
ダ
フ
ェ
ス
〜PE

A
C
E
A
N
D

D
IV
E
R
SITY

〜
、
な
ら
び
に
第

18
回
日
中
友
好
交
流
会
議
記
念
事

業
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
事
故
な
く

無
事
に
多
く
の
方
々
に
お
楽
し
み

い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
日
立
市
の
更
な

る
地
域
活
性
化
や
地
域
振
興
を
目

的
と
し
て
、
官
民
各
団
体
、
高
校

生
、
大
学
生
の
連
携
に
よ
り
開
催

致
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に
あ

た
っ
て
、
水
城
高
校
の
学
生
７
名
、

明
秀
学
園
日
立
高
校
の
学
生
33
名

の
計
40
名
の
ご
協
力
に
よ
り
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
当
日
に
向
け

た
広
報
活
動
や
運
営
等
を
行
い
ま

し
た
。

昨
年
同
様
、
２
日
間
と
い
う
短

い
期
間
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
昨
年
を
超
え
る
約
２
万
人
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
パ
ン

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
や
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
・
ダ
ン
ス
バ
ト

ル
、
パ
ン
ダ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

を
は
じ
め
と
し
て
、
遠
方
よ
り
お

越
し
い
た
だ
い
た
お
店
等
に
よ
っ

て
、
イ
ベ
ン
ト
は
大
変
な
賑
わ
い

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
私
は
実
行
委
員
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国

際
的
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
こ

と
も
あ
り
初
め
て
の
経
験
で
不
慣

れ
な
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
皆

様
の
間
断
な
い
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り

最
後
ま
で
何
事
も
な
く
本
イ
ベ
ン

ト
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ

し
て
、
本
イ
ベ
ン
ト
か
ら
貴

重
な
経
験
を
通
し
て
、
私
自
身
が

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

と
て
も
光
栄
に
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
立
市

と
パ
ン
ダ
フ
ェ
ス
の
更
な
る
発
展

を
願
っ
て
、
略
儀
な
が
ら
、
報
告

書
に
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

水
城
高
等
学
校
１
年

パ
ン
ダ
フ
ェ
ス2025

PE
A
C
E

A
N
D
D
IV
E
R
SIT

実
行
委
員
長

森
田

玲
衣

1100
月月
1188
日日((

土土))

～～
1199
日日((

日日))

のの
２２
日日
間間
でで
２２
万万
人人
来来
場場

挨拶をする森田実行委員長

会場で展示された巨大なジャイアントパンダのモニュメント

︱︱
第第
1188
会会
日日
中中
友友
好好
交交
流流
会会
議議
記記
念念
事事
業業
︱︱

第第
３３
回回
パパ
ンン
ダダ
フフ
ェェ
スス
開開
催催

パンダンスを披露する出場チーム

第第
４４
回回
『『
パパ
ンン
ダダ
ンン
スス
』』
ココ
ンン
テテ
スス
トト

オープニングレセモニーでパンダンスを披露



( 4 )

２
０
２
５
年
２
月
25
日
（
火
）
新

春
交
流
会
を
駿
優
教
育
会
館
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

第
１
部
の
講
演
会
で
は
、
川
津
会

長
、
名
誉
会
長
大
井
川
知
事
、
在
日

中
国
大
使
館
康
参
事
官
、
西
野
県
議

会
議
長
等
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
拓
殖

大
学
客
員
教
授
西
川
り
ゅ
う
じ
ん
氏

が
進
行
役
を
行
い
「
い
ば
ら
き
《
観

光
交
通
フ
ォ
ー
ラ
ム
》
」
と
題
し
、

講
師
に
は
、
日
本
空
港
ビ
ル
デ
ン
グ

副
社
長
の
鈴
木
久
泰
氏
と
JR
東
日
本

企
画
社
長
の
赤
石
良
治
氏
を
迎
え
、

県
営
業
戦
略
統
括
官
の
橘
川
栄
作
氏

を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
招
き
、
２
０

３
０
年
の
訪
日
客
６
千
万
人
時
代
に

向
け
て
茨
城
の
観
光
交
通
の
在
り
方

に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
の
懇
親
会
で
は
、
県
市
議

会
議
長
会
の
大
津
会
長
、
（
公
社
）

日
中
友
好
協
会
の
揚
原
理
事
長
等
や

県
内
政
財
界
各
界
の
要
人
、
地
区
日

中
協
会
役
員
及
び
会
員
、
在
県
の
華

人
協
会
、
中
国
人
留
学
生
な
ど
が
参

加
し
、
各
界
代
表
者
か
ら
の
新
春
メ
ッ

セ
︱
ジ
の
の
ち
乾
杯
に
な
り
手
作
り

餃
子
や
、
茨
城
県
品
産
の
食
材
を
囲

み
な
が
ら
、
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
懇
談
の
輪
が
広
が
り
、
有

意
義
な
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

定
期
総
会
が
５
月
14
日
（
水
）

水
戸
駿
優
教
育
会
館
で
２
０
４

名
（
内
委
任
状
１
２
０
名
）
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
冒
頭
に
主
催
者
を

代
表
し
て
川
津
会
長
、
岩
下
副

知
事
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
中
国

大
使
館
の
郭
強
参
事
官
や
西
野

県
議
会
議
長
、
小
川
日
立
市
長

に
、
そ
し
て(

公
社)

日
中
友
好

協
会
の
宇
都
宮
会
長
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
に
入
る
前
に
、
五
十
嵐

副
会
長
理
事
長
か
ら
、
10
月
に

日
立
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
18

回
日
中
友
好
交
流
会
議
」
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
小
川
一
成
県
議
か
ら
、
４

月
15
日
か
ら
の
大
井
川
知
事
、

西
野
県
議
会
議
長
、
川
津
会
長

等
一
行
の
陝
西
省
と
の
友
好
覚

え
書
調
印
の
様
子
や
こ
れ
ま
で

の
経
過
を
含
め
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
で
は
引

き
続
き
、
「
パ
ン
ダ
ア
ー
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
「
中
国
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
「
パ
ン
ダ

フ
ェ
ス
」
の
開
催
に
加
え
て
、

パ
ン
ダ
フ
ェ
ス
内
で
「
パ
ン
ダ

ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
す

る
計
画
と
共
に
各
地
区
日
中
友

好
協
会
と
の
共
催
活
動
も
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度
は
「
役
員
改

選
」
も
行
わ
れ
、
新
た
に
改
選

さ
れ
た
役
員
を
代
表
し
て
副
理

事
長
事
務
局
長
に
就
任
し
た
岩

田
氏
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

役役
員員
名名
簿簿((

順順
不不
同同
・・
敬敬
称称
略略))

名名
誉誉
会会
長長

大
井
川
和
彦

会会

長長

川
津
隆

顧顧
問問

森
秀
男

相相
談談
役役

小
田
部
卓

副副
会会
長長

久
保
田
利
克
・
八
木
岡
努
・
内

藤
学
・
沼
田
安
広
・
袴
塚
孝
雄
・

宮
崎
泰
司
・
髙
橋
榮
子

副副
会会

長長
理理
事事
長長

五
十
嵐
則
夫

副副

理理
事事
長長

西
野
真
幸
・
高
濱
孝

美
・
寺
山
正
史
・
高
野
貴
世
志
・

藤
井
生
美
・
照
沼
重
輝
・
熊
谷

真
・
林
太
一

副副
理理
事事
長長
事事
務務

局局
長長

岩
田
光
造

常常
任任
理理
事事

寺
崎
久
美
子
・
秋
山
進
・
石
田

タ
キ
子
・
川
又
保
・
宮
本
正
枝
・

渡
辺
達
彦
・
中
川
周
・
小
宅
清

史
・
玉
造
順
一
・
今
橋
孝
司
・

益
野
博
・
木
本
信
太
郎
・
臼
井

平
八
郎
・
荒
川
透
・
潘
憲
生
・

鈴
木
俊
一
・
高
崎
進
・
村
本
修

司
・
飯
岡
幸
一
・
多
々
納
三
男
・

川
津
由
希
子
・
大
津
亮
一
・
生

田
目
裕

・
木
下
貴
文
・
今
井

一
道
・
馬
興
栄
・
木
村
憲
英
・

川
﨑
一
馬
・
朱
宇
坤
・
鈴
木
沙

羅
・
高
柳
拓
也
・
落
合
恵
一

理理
事事

飯
田
正
美
・
広
原
町
子
・

荒
蒔
和
裕
・
高
建
華
・
茂
田
絹

子
・
高
井
英
花
・
梅
沢
正
紀
・

丸
山
悟
・
内
山
隆
正
・
山
名
芙

美
・
荻
直
樹
・
海
東
英
晴
・
村

田
豊
・
川
上
光
彦
・
黄
磊
・
木

村
凛
子
・
曹

瓅慧・
徐
涛
・
岩
田

由
彦

法法
人人
理理
事事

㈱
秋
山
工

務
店
・
常
総
開
発
工
業
㈱
・
㈱

常
陽
銀
行
・
㈱
カ
ス
ミ
・
㈱
関

電
工
茨
城
支
店
・
㈱
日
立
製
作

所
日
立
事
業
所
・
㈱
広
沢
製
作

所
・
関
彰
商
事
㈱
・N

E
C

ネ
ッ

ツ
エ
ス
ア
イ
㈱
茨
城
営
業
所
・

Top
R
ights

JP
C
onsultan

t

㈱
・
鈴
縫
工
業
㈱

監監
事事

内

山
裕
・
木
名
瀬
幸
吉

挨拶をする郭強参事官

２２
００
２２
５５
年年
度度
定定
期期
総総
会会
開開
催催

２２
００
２２
５５
年年
新新
春春
交交
流流
会会
開開
催催

日 時：2026年2月25日(水)11：00～13：10(受付10：30)

会 場：駿優教育会館 会費：5,000円

11：00～11：30 ご挨拶
11：30～12：00 基調講演

講 師：CUEグループ CEO 施 侃 氏
講演テーマ：「パンダと国際交流」

12：10～13：10 懇親会《新春昼食会》

２２００２２６６年年新新春春交交流流会会ののごご案案内内

康暁雷参事官と記念撮影
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昨
年
７
月
28
日
、
茨
城
空
港
で
は
、
春
秋
航

空
の
上
海
便
が
就
航
15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
茨
城
県
で
は
、
翌
29
日

の
便
の
到
着
客
お
出
迎
え
、
出
発
客
お
見
送
り

を
実
施
し
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
等
を
配
布
す
る
と
と

も
に
、
８
月
末
ま
で
の
約
１
か
月
間
、
空
港
２
階
に
周
年
展

示
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

展
示
ス
ペ
ー
ス
に
置
い
た
中
国
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

多
く
の
来
場
者
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
、
中
国
観
光
へ
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

上
海
便
は
残
念
な
が
ら
３
月
28
日
ま
で
運
休
中
で
す
が
、

早
期
の
運
航
再
開
に
向
け
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

茨茨城城空空港港
だだ よよ りり

茨茨
城城
県県
営営
業業
戦戦
略略
部部
空空
港港
対対
策策
課課
長長

峯峯

英英
統統

パンダ施設（秦嶺四宝科学公園）視察の様子

事事
務務
局局
長長

茨茨
城城
県県
営営
業業
戦戦
略略
部部
観観
光光
戦戦
略略
課課
長長中中

島島

君君
江江

当
協
議
会
は
、
日
立
市
か
み
ね
動
物
園
へ

の
パ
ン
ダ
誘
致
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
元

年
６
月
に
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
４
月
に
は
、
当
協
議
会
の
会
長
で
あ
る
大
井
川
知
事
が

中
国
陝
西
省
を
訪
問
し
、
秦
嶺
四
宝
科
学
公
園
の
パ
ン
ダ
飼

育
施
設
の
視
察
を
行
っ
た
ほ
か
、
陝
西
省
と
の
「
友
好
県
省

関
係
の
発
展
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

パ
ン
ダ
誘
致
は
、
地
域
振
興
の
起
爆
剤
と
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
茨
城
県
と
中
国
と
の
交
流
促
進
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
関
係
者
の
皆
様
と
一
丸
と

な
っ
て
、
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

令
和
２
年
度
に
設
立
し
た
当
組
織
は
、
本
市
か

み
ね
動
物
園
へ
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
誘
致

の
実
現
に
向
け
て
、
全
市
的
な
機
運
醸
成
や
誘

致
活
動
へ
の
理
解
促
進
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
市
内
の
様
々
な
分
野
の
、
企
業
や
団
体
等
に
参
画
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
取
組
と
し
ま
し
て
は
、
貴
協
会
主
催
の
「
第

６
回
パ
ン
ダ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
、
本
市
か
ら
応
募
さ
れ

た
作
品
の
展
示
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
県
協
議
会
と
連
携
し
て

国
内
の
動
物
園
の
視
察
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
誘
致
は
、
希
少
動
物
の
保
全
へ
の
貢
献
や
地
域
の
活
性
化
な

ど
、
多
面
的
な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
貴
協
会
を
は
じ
め
、
県
や

関
係
団
体
と
連
携
・
協
力
し
、
実
現
に
向
け
て
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第６回パンダアートコンテスト市内作品展示会

日日 立立 市市
ジジャャイイアアンントトパパンンダダ

誘誘 致致 推推 進進 会会 議議

事事
務務
局局
長長

日日
立立
市市
産産
業業
経経
済済
部部

観観
光光
振振
興興
課課
長長東東

谷谷

保保

羽羽 根根 つつ きき

作作・・絵絵／／OOYYAAKKEE

●定期総会 （4月）

●パンダアートコンテスト

募集 （6月～）

●パンダフェス２０２6

（10月17日、18日）

●ワンダーパンダ―

ランドダンスバトル

（10月17日）

●パンダンスコンテスト

（10月18日）

●中国語

スピーチコンテスト

（11月）

2026年度事業計画

(予定含む)

第第４４回回

2026年10月17日（土）18日（日）

日立シビックセンター新都市広場にて

開催決定!!

いい ばば らら きき

パパンンダダ誘誘致致

推推進進協協議議会会
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県
日
中
友
好
協
会
主
催
の
中
国

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
11
月

８
日
（
土
）
駿
優
教
育
会
館
で
発

表
者
や
関
係
者
ら
約
70
名
が
参
加

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
28
名
の
発
表
者
が
朗
読

部
門
、
ス
ピ
ー
チ
部
門
に
分
か
れ

日
頃
の
練
習
成
果
を
競
い
あ
い
ま

し
た
。

午
前
中
で
発
表
が
終
わ
り
、
審

査
委
員
会
（
委
員
長
水
戸
市
国
際

交
流
協
会
王
偉
亜
シ
ニ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
が
別
室
で
慎
重
に
審
査

し
た
結
果
別
記
の
と
お
り
入
賞
者

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
審
査
委
員
長
か
ら
全
体

の
講
評
が
あ
り
、
引
き
続
い
て
表

彰
に
移
り
県
日
中
寺
山
正
史
副
理

事
長
か
ら
各
入
賞
者
に
そ
れ
ぞ
れ

賞
状
と
賞
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
２
６
年
１
月
11

日
（
日
）
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第

43
回
全
日
本
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
（
（
公
社
）
日
中
友
好

協
会
主
催
）
に
朗
読
部
門
と
ス
ピ
ー

チ
部
門
の
最
優
秀
者
か
ら
４
名
が

推
薦
さ
れ
そ
の
結
果
、
ス
ピ
ー
チ

部
門
高
校
生
の
部
の
紙
田
実
生
子

さ
ん
が
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。

日日
本本
青青
少少
年年
陝陝
西西
省省
・・
甘甘
粛粛
省省
訪訪
問問

ー
県
内
高
校
生
５
名
が
参
加
、
多
角
的
な
視
野
と
国
際
感
覚
を
育
む
ー

(

東
洋
大
学
附
属
牛
久

中
学
校
・
高
等
学
校)

鈴
木
伸
一
教
頭
先
生

阿
部

明
香
里
２
年

金
子

実
礼

２
年

加
茂

紗
希

２
年

中
島

侑
子

２
年

玉
本

大
悟

１
年

●
訪
中
団
員
名
簿
●

〇
19
日
（
日
）

西
安
到
着

〇
20
日
（
月
）

西
安
外
国
語
大
学
生
と

青
少
年
交
流

農
村
振
興
視
察

〇
21
日
（
火
）

現
代
農
業
・
歴
史
文
化

視
察

〇
22
日
（
水
）

陝
西
汽
車
集
団

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車

フ
レ
ー
ム
工
場

西
安
︱
敦
煌
移
動

敦
煌
到
着

〇
23
日
（
木
）

敦
煌
文
化
研
修

〇
24
日
（
金
）

敦
煌
︱
北
京
︱
東
京

●
主
な
行
程
表
●

現地の方々と交流する中で、文化や言葉が違っ

ていても、相手の思いやりやあたたかさはしっ

かりと伝わってくることを実感しました。

(阿部 明香里)

【
朗
読
部
門
】

・
中
学
生
・
高
校
生
の
部

最
優
秀
賞

吉
岡

結
南

優
秀
賞

金
子

実
礼

優
秀
賞

新
田

珠
怜

優
秀
賞

城

由
奈

・
一
般
の
部

最
優
秀
賞

木
村

朱
李

優
秀
賞

北
澤

裕
明

優
秀
賞

藤
田

真
紀
子

【
ス
ピ
ー
チ
部
門
】

・
中
学
生
・
高
校
生
の
部

最
優
秀
賞

紙
田

実
生
子

優
秀
賞

木
村

真
維

・
一
般
の
部

最
優
秀
賞

横
山

智
哉

【
特
別
賞
】

神
﨑

恵
梨

発表中の様子

受受

賞賞

者者

一一

覧覧

中中
国国
語語
スス
ピピ
ーー
チチ
ココ
ンン
テテ
スス
トト

第第
2233
回回
茨茨
城城
県県
大大
会会
開開
催催

中
華
人
民
共
和
国
駐
日
本
国

大
使
館
に
よ
る
青
少
年
の
相
互

理
解
と
友
好
の
促
進
を
目
的
と

し
た
「
日
本
青
少
年
陝
西
省
、

甘
粛
省
訪
問(

10
月
19
日
〜
24
日)

」

事
業
に
神
奈
川
県
か
ら
６
名
、

群
馬
県
10
名
、
山
梨
県
１
名
、

そ
し
て
本
県
の
高
校
生
５
名
の

引
率
を
含
む
26
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
訪
中
し
た
県
内
学
生
の

報
告
書
の
一
部
を
抜
粋
し
、
紹

介
し
ま
す
。

「日本青少年陝西省、甘粛省訪問団」で記念撮影

私はこの訪問を通して、多くのことを学び、貴重な

経験をすることができました。全体を通して特に感

じたのは、中国が非常に歴史と文化の深い国であ

るということです。西安にも敦煌にも多くの歴史的

建造物があり、私もいくつかを実際に訪れることが

できました。西安の兵馬俑や敦

煌の莫高窟は、歴史の教科書に

も載っているほど有名な遺跡で

あり、授業で学んだ内容を自分

の目で見ることで、理解がより

深まったように感じました。

(金子 実礼)

中国は長い歴史を大切にしながら、未来に向け

て発展を続ける国だと感じました。西安では、古

代の遺跡や文化が現代の街並みや生活に自然

に溶け込んでおり、敦煌では、厳しい自然環境を

活かして最新技術で発展を目指す姿を目の当

たりにしました。

(玉本 大悟) 敦煌でらくだ乗り体験

( 8 )

ここ
れれ
かか
らら
もも
ずず
っっ
とと
日日
中中
友友
好好
をを……

委委
員員
長長

髙髙
橋橋

榮榮
子子

青青
年年
委委
員員
長長
就就
任任
ああ
いい
ささ
つつ

委委
員員
長長

高高
柳柳

拓拓
也也

青青年年
委委員員会会

６
月
１
日
に
女
性
委
員
会
総
会
を
開
催
し
、
来
賓
と
し
て
川
津
会
長
を
お

招
き
し
た
時
に
、
会
長
よ
り
の
お
声
か
け
に
よ
り
「
日
中
不
再
戦
之
碑
保
存
顕
彰
会
」

の
総
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
７
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
総
会
後
、
千
波
湖
畔
に
建

立
さ
れ
て
い
る
”
日
中
不
再
戦
之
碑
”
を
参
拝
し
た
時
に
は

気
持
ち
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

10
月
の
パ
ン
ダ
フ
ェ
ス
で
は
「
マ
ル
シ
ェ
ぱ
ん
だ
ー
な
ち
ゃ

ん
」
を
開
店
し
、
お
米
を
始
め
野
菜
、
い
ち
ご
苗
、
花
鉢
、

米
袋
で
作
っ
た
大
型
バ
ッ
グ
、
ピ
ン
バ
ッ
チ
等
で
売
り
上
げ

も
上
々
で
し
た
。
引
き
続
き
、
日
中
友
好
交
流
会
議
の
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
相
撲
甚
句
を
先
頭
に
来
賓
の
方
々

が
入
場
さ
れ
、
日
中
友
好
交
流
会
議
の
開
会
と
な
り
ま
し
た
。

中
国
か
ら
日
本
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
た
皆
様
の
御
協
力
に
よ

り
実
の
あ
る
会
議
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

令
和
８
年
２
月
に
は
春
節
交
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
楽
し
い
交
流

会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

女女性性
委委員員会会

こ
の
度
、
青
年
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
高
柳
拓
也
と
申
し
ま
す
。

学
生
時
代
よ
り
北
京
な
ど
で
のTE

E
N
S
R
O
C
K

や
、
震
災
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

意
味
合
い
も
あ
っ
た
い
ば
ら
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
日
中
の

若
者
が
国
境
を
越
え
て
一
つ
に
な
る
瞬
間
に
裏
方
と
し

て
立
ち
会
っ
て
き
ま
し
た
。
歴
代
で
最
も
若
い
就
任
と

な
り
ま
す
が
、
現
場
で
培
っ
た
経
験
と
情
熱
は
誰
に
も

負
け
ま
せ
ん
。
情
勢
が
難
し
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
理
屈

で
は
な
い
「
草
の
根
の
相
互
理
解
」
が
世
界
平
和
の
礎

に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
次
世
代
が
手
を
取
り
合
え

る
交
流
を
、
力
強
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

パンダフェスでの出店の様子

こ
の
会
は
、
日
中
不
再

戦
之
碑
に
込
め
ら
れ
た
真

の
平
和
の
願
い
を
末
永
く

伝
承
し
て
い
く
こ
と
を
誓

う
同
志
に
よ
っ
て
結
成
さ

れ
、
古
く
は
第
二
代
水
戸
藩

主
徳
川
光
圀
公
が
中
国
明
時
代
の
儒
学
者

「
朱
舜
水
」
や
学
僧
「
東
皐
心
越
」
を
招

聘
し
て
交
流
を
深
め
た
悠
久
の
心
に
思
い

を
馳
せ
、
そ
の
足
跡
を
訪
ね
る
と
と
も
に
、

日
本
と
中
国
の
平
和
と
友
好
推
進
に
つ
い

て
学
習
活
動
等
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

お問い合わせ先

日中不再戦之碑
保存顕彰会H P

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
は
茨
城
県
の
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
そ
し
て

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
が
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｊ
１
、
Ｊ
２
優
勝

と
い
う
茨
城
県
に
は
大
変
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

一
方
、
中
国
で
は
「
蘇
超
」
と
い
う
江
蘇
省
内
の
都
市

間
の
ア
マ
チ
ュ
ア
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
が
、
南
京
、
蘇
州
、

無
錫
な
ど
の
地
域
愛
を
刺
激
し
、
数
万
人
規
模
の
観
客
が

ス
タ
ジ
ア
ム
に
詰
め
か
け
、
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
と
し
て

注
目
さ
れ
ま
し
た
。

ど
ち
ら
に
も
共
通
す
る
の
は
「
地
域
愛
」
。
来
年
の
茨

城
ダ
ー
ビ
ー
、
蘇
超
が
地
域
活
性
化
の
視
点
か
ら
も
楽
し

み
で
す
。

上上海海事事務務所所

茨茨
城城
県県
上上
海海
事事
務務
所所
長長

鈴鈴
木木

賢賢
嗣嗣

「今が大事な平和運動」

日 中 不 再 戦 之 碑 保 存 顕 彰 会 の

平和運動に参加をお待ちしています

日日中中不不再再戦戦之之碑碑

保保 存存 顕顕 彰彰 会会
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水
戸
市
日
中
友
好
協
会
の
中
国
語
講
座
は
、
水

戸
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
月
２
回
土
曜
日
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
座
は
「
初
級
」
と
「
上
級
」

ク
ラ
ス
が
あ
り
、
講
師
は
中
国
福
建
省
出
身
の
高

先
生
で
す
。
教
科
書
を
展
開
し
て
学
習
を
し
て
お

り
随
時
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
茶
話
会
や
餃
子
パ
ー
テ
ィ
を
開
催

し
、
中
国
文
化
に
触
れ
る
機
会
も
作
っ
て
お
り
ま

す
。ぜ

ひ
、
中
国
語
や
中
国
文
化
に
興
味
の
あ
る
方

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

水水戸戸市市
日日中中友友好好協協会会

餃子パーティーの様子

中中
国国
語語
講講
座座
受受
講講
生生
随随
時時
募募
集集
中中

事事
務務
局局
次次
長長

袴袴
塚塚

孝孝
太太

写真①

戦戦
後後
世世
代代
のの
語語
りり
部部
講講
演演
会会
及及
びび

会会
員員
親親
睦睦
ゴゴ
ルル
フフ
ココ
ンン
ペペ
開開
催催

事事
務務
局局
長長

人人
見見

憲憲
司司

各地区協会の連絡先

パパ
ンン
ダダ
をを
通通
しし
たた
街街
おお
ここ
しし
にに
活活
躍躍

事事
務務
局局
長長

矢矢
吹吹

貴貴
志志

稲稲敷敷市市
日日中中友友好好協協会会

友友
好好
活活
動動
のの
取取
りり
組組
みみ
紹紹
介介

事事
務務
局局
長長

寺寺
﨑﨑
久久
美美
子子

戦
後
80
年
を
迎
え
年
間
事
業
計
画
に
基
づ
く
講
演
会
を

計
画
し
、
11
月
「
中
国
帰
国
者
支
援
セ
ン
タ
ー
戦
後
世

代
に
よ
る
語
り
部
講
演
会
（
演
題
）
残
留
孤
児
と
し
て

中
国
社
会
を
生
き
抜
く
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
お
よ

そ
30
名
ほ
ど
の
会
員
、
市
民
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。(

写
真
①)

。

ま
た
、
11
月
、
第
20
回
記
念
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
開
催
、
天
候
も
良
く
皆
さ
ん
満
足
す
る
ス
コ
ア
が

出
た
模
様
で
す
（
写
真
②
）
。

２
月
に
は
、
二
胡
演
奏
会
と
近
隣
在
住
中
国
人
と
の

交
流
会
開
催
予
定
で
す
。

神神栖栖市市
日日中中友友好好協協会会

写真②

５
月
29
日
総
会
で
は
、
県
庁
ツ
ア
ー
（
議
会

も
含
む
）
と
バ
ラ
が
綺
麗
な
水
戸
市
立
植
物
園
、

県
立
歴
史
館
の
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

７
月
26
日
筑
波
大
中
国
人
留
学
生
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
巻
き
寿
司
（
祭
り
寿
司
）
や

皮
か
ら
つ
く
っ
た
手
作
り
餃
子
、
稲
敷
か
る
た

遊
び
、
江
戸
崎
祇
園
祭
見
学
等
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

11
月
１
日
〜
３
日
稲
敷
市
文
化
祭
に
て
パ
ン

ダ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
の
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

２
月
〜
は
パ
ン
ダ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
市
日

中
特
別
賞
40
点
を
選
出
し
、
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

に
て
展
示
を
行
い
ま
す
。

５
月
市
内
小
中
学
校
へ
市
教
育
委
員
会
を
通
し
て
画
用
紙
５
０
０
０
枚
、

市
内
高
等
高
校
８
校
に
各
１
０
０
枚
の
画
用
紙
を
配
布
し
て
、
パ
ン
ダ
ア
ー
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
機
運
醸
成
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
17
日
〜
23
日
パ
ン
ダ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
市
内
応
募
作
品
８
０
１
点
を

展
示
し
、
毎
年
向
上
す
る
力
作
を
市
民
の
皆
様
へ
お
披
露
目
し
ま
し
た
。
パ
ン

ダ
フ
ェ
ス
に
て
「
パ
ン
ダ
ぬ
い
ぐ
る
み
」
の
お
店
を
出
店
し
大
盛
況
で
し
た
。

両
日
の
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
賞
状
作
成
な
ど
を
通

し
て
運
営
全
般
に
協
力
、
ま
た
19
日
〜
21
日
に
開
催

さ
れ
た
日
中
友
好
交
流
会
議
で
は
会
員
の
会
議
参

加
希
望
者
の
登
録
料
の
半
額
支
援
や
当
日
の
運
営
手

伝
い
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

10
月
30
日
〜
11
月
１
日
ひ
た
ち
国
際
文
化
ま
つ

り
で
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
パ
ン
ダ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
受
賞
者
の
作
品
を
展
示
し
、
パ
ン
ダ
ぬ
い
ぐ
る

み
の
お
店
を
出
店
し
ま
し
た
。

ひたち国際文化まつり出店の様子

日日立立市市
日日中中友友好好協協会会
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６
月
１
日

江
戸
川
大
学
名
誉
教
授
近
藤
益
世
さ
ん
に
よ
る
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
魅
力
」
の
講

演
会
を
行
い
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
卓
越
し
た
人
間
観
察
か
ら
な
る
人
の
内
面
描
写
や
言
語
が
魅
力
で
、
喜

劇
と
悲
劇
で
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
名
台
詞
の
説
明
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
が
ど
の
よ
う
に
日
本
社
会
に

親
し
ま
れ
て
き
て
、
日
本
文
化
の
一
要
素
に
な
っ
た
か
が
分
か
り
ま
し
た
。

10
月
４
日

中
秋
節
を
手
作
り
の
月
餅
を
作
っ
て
祝
う
交
流
会
を
行
い
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
蘇
州
式
の

小
豆
餡
と
豚
挽
肉
餡
の
２
種
類
の
月
餅
作
で
楽
し
み
ま
し
た
。
会
員
の
中
国
出
身
者
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て

月
餅
作
り
の
企
画
か
ら
準
備
、
会
場
の
飾
り
付
け
な
ど
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
、
希
望
者
に
は
月
餅
を
作
る
作

業
を
体
験
し
て
も
ら
い
好
評
で
し
た
。
交
流
会
の
余
興
で
は
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た

り
合
唱
や
、
漢
詩
朗
読
な
ど
を
楽
し
み
大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
15
日
か
ら
20
日
に
か
け
、
５
泊
６
日
の
「
貴
州
・
少
数
民
族
を
訪
ね
る
旅
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
会
員
12
名
が
参
加
し
て
の
大
変
思
い
出
に
残
る
研
修
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
旅
行
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
中
央
か
ら
か
な
り
離
れ

た
貴
州
で
も
高
速
道
路
、
新
幹
線
等
の
交
通
網
が
発
達
し
、
そ
れ
に
観
光
地
で
の

IT
化
が
進
ん
で
い
る
事
で
す
。
観
光
地
の
入
場
口
に
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ

れ
て
お
り
顔
認
証
で
ゲ
ー
ト
が
開
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
地
方
に
お
い
て
も
着
実
に
近
代
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

取取手手市市
日日中中友友好好協協会会

様様
々々
なな
活活
動動
でで
会会
員員
同同
士士
のの
親親
睦睦
をを
深深
めめ
るる

事事
務務
局局
長長

多多
々々
納納

三三
男男

那那珂珂市市
日日中中友友好好協協会会

“中国通”を目指して今すぐダウンロード！

「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｎ
」
は
中
国
の
国

営
放
送
局
で
あ
る
中
央
広
播
電
視
総

台
（
チ
ャ
イ
ナ
・
メ
デ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ/

Ｃ
Ｍ
Ｇ
）
の
公
式
ア
プ
リ
で
す
。
日
本
語

に
よ
る
中
国
の
ニ
ュ
ー
ス
や
生
活
情
報
、
中

国
語
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
翻
訳

機
能
な
ど
す
べ
て
無
料
で
楽
し
め
ま
す
。
さ

ら
に
国
内
外
の
パ
ン
ダ
ニ
ュ
ー
ス
や
ラ
イ
ブ

配
信
が
楽
し
め
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
ン
ダ
チ
ャ

ン
ネ
ル
も
開
設
し
て
お
り
、
パ
ン
ダ
好
き
垂

涎
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
満
載
で
す
。

ＫＫ
ＡＡ
ＮＮ
ＫＫ
ＡＡ
ＮＮ
っっ
てて
なな
にに
？？

小小美美玉玉市市
日日中中友友好好協協会会11

月
８
日
、
「
み
の
ー
れ
」
に
お
い
て

国
際
交
流
ひ
ろ
ば
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ぱ
ん
だ
ー
る
く
ん
と
ぱ
ん
だ
ー
な
ち
ゃ
ん

が
来
場
し
、
会
場
は
大
き
な
歓
声
と
笑
顔

に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

「
パ
ン
ダ
ン
ス
」
を
み
ん
な
で
元
気
い
っ

ぱ
い
に
踊
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大

盛
り
上
が
り
。
会
場
全
体
が
一
体
と
な
る

楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

ぱ
ん
だ
ー
る
く
ん
と
ぱ
ん
だ
ー
な
ち
ゃ

ん
が
つ
く
る
温
か
な
雰
囲
気
の
中
、
国
際

交
流
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
、
市
政
20
周

年
に
ふ
さ
わ
し
い
思
い
出
深
い
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

ぱぱ
んん
だだ
ーー
るる
くく
んん
とと
ぱぱ
んん
だだ
ーー
なな
ちち
ゃゃ
んん
がが
やや
っっ
てて
来来
たた
！！

国国
際際
交交
流流
ひひ
ろろ
ばば
！！

‼
監監
事事

加加
藤藤

恵恵
子子

７
月
26
日
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
横

堀
に
て
参
加
者
６
名
で
総
会
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、
寺

山
会
長
が
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ま

に
手
打
ち
そ
ば

を
振
る
舞
い
懇

親
を
深
め
ま
し

た
。

研修旅行参加者で記念撮影

総総

会会

開開

催催

会会
員員
とと
のの
懇懇
親親
深深
めめ
るる

９
月
30
日
に
中
原
一
博

前
会
長
が
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。
76
歳
。
葬
儀

は
10
月
３
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲

び
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

常常陸陸太太田田市市
日日中中友友好好協協会会

おお知知ららせせ〇
取
手
市
日
中
友
好
協
会

熊
谷

真

新
会
長

〇
常
陸
太
田
市
日
中
友
好
協
会

石
橋

誠

新
会
長

〇
結
城
市
日
中
友
好
協
会

臼
井

平
八
郎

新
会
長

地地
区区
協協
会会
会会
長長
就就
任任
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水
戸
市
日
中
友
好
協
会
の
中
国
語
講
座
は
、
水

戸
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
月
２
回
土
曜
日
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
座
は
「
初
級
」
と
「
上
級
」

ク
ラ
ス
が
あ
り
、
講
師
は
中
国
福
建
省
出
身
の
高

先
生
で
す
。
教
科
書
を
展
開
し
て
学
習
を
し
て
お

り
随
時
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
茶
話
会
や
餃
子
パ
ー
テ
ィ
を
開
催

し
、
中
国
文
化
に
触
れ
る
機
会
も
作
っ
て
お
り
ま

す
。ぜ

ひ
、
中
国
語
や
中
国
文
化
に
興
味
の
あ
る
方

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

水水戸戸市市
日日中中友友好好協協会会

餃子パーティーの様子

中中
国国
語語
講講
座座
受受
講講
生生
随随
時時
募募
集集
中中

事事
務務
局局
次次
長長

袴袴
塚塚

孝孝
太太

写真①

戦戦
後後
世世
代代
のの
語語
りり
部部
講講
演演
会会
及及
びび

会会
員員
親親
睦睦
ゴゴ
ルル
フフ
ココ
ンン
ペペ
開開
催催

事事
務務
局局
長長

人人
見見

憲憲
司司

各地区協会の連絡先

パパ
ンン
ダダ
をを
通通
しし
たた
街街
おお
ここ
しし
にに
活活
躍躍

事事
務務
局局
長長

矢矢
吹吹

貴貴
志志

稲稲敷敷市市
日日中中友友好好協協会会

友友
好好
活活
動動
のの
取取
りり
組組
みみ
紹紹
介介

事事
務務
局局
長長

寺寺
﨑﨑
久久
美美
子子

戦
後
80
年
を
迎
え
年
間
事
業
計
画
に
基
づ
く
講
演
会
を

計
画
し
、
11
月
「
中
国
帰
国
者
支
援
セ
ン
タ
ー
戦
後
世

代
に
よ
る
語
り
部
講
演
会
（
演
題
）
残
留
孤
児
と
し
て

中
国
社
会
を
生
き
抜
く
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
お
よ

そ
30
名
ほ
ど
の
会
員
、
市
民
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。(

写
真
①)

。

ま
た
、
11
月
、
第
20
回
記
念
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
開
催
、
天
候
も
良
く
皆
さ
ん
満
足
す
る
ス
コ
ア
が

出
た
模
様
で
す
（
写
真
②
）
。

２
月
に
は
、
二
胡
演
奏
会
と
近
隣
在
住
中
国
人
と
の

交
流
会
開
催
予
定
で
す
。

神神栖栖市市
日日中中友友好好協協会会

写真②

５
月
29
日
総
会
で
は
、
県
庁
ツ
ア
ー
（
議
会

も
含
む
）
と
バ
ラ
が
綺
麗
な
水
戸
市
立
植
物
園
、

県
立
歴
史
館
の
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

７
月
26
日
筑
波
大
中
国
人
留
学
生
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
巻
き
寿
司
（
祭
り
寿
司
）
や

皮
か
ら
つ
く
っ
た
手
作
り
餃
子
、
稲
敷
か
る
た

遊
び
、
江
戸
崎
祇
園
祭
見
学
等
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

11
月
１
日
〜
３
日
稲
敷
市
文
化
祭
に
て
パ
ン

ダ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
の
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

２
月
〜
は
パ
ン
ダ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
市
日

中
特
別
賞
40
点
を
選
出
し
、
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

に
て
展
示
を
行
い
ま
す
。

５
月
市
内
小
中
学
校
へ
市
教
育
委
員
会
を
通
し
て
画
用
紙
５
０
０
０
枚
、

市
内
高
等
高
校
８
校
に
各
１
０
０
枚
の
画
用
紙
を
配
布
し
て
、
パ
ン
ダ
ア
ー
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
機
運
醸
成
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
17
日
〜
23
日
パ
ン
ダ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
市
内
応
募
作
品
８
０
１
点
を

展
示
し
、
毎
年
向
上
す
る
力
作
を
市
民
の
皆
様
へ
お
披
露
目
し
ま
し
た
。
パ
ン

ダ
フ
ェ
ス
に
て
「
パ
ン
ダ
ぬ
い
ぐ
る
み
」
の
お
店
を
出
店
し
大
盛
況
で
し
た
。

両
日
の
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
賞
状
作
成
な
ど
を
通

し
て
運
営
全
般
に
協
力
、
ま
た
19
日
〜
21
日
に
開
催

さ
れ
た
日
中
友
好
交
流
会
議
で
は
会
員
の
会
議
参

加
希
望
者
の
登
録
料
の
半
額
支
援
や
当
日
の
運
営
手

伝
い
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

10
月
30
日
〜
11
月
１
日
ひ
た
ち
国
際
文
化
ま
つ

り
で
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
パ
ン
ダ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
受
賞
者
の
作
品
を
展
示
し
、
パ
ン
ダ
ぬ
い
ぐ
る

み
の
お
店
を
出
店
し
ま
し
た
。

ひたち国際文化まつり出店の様子

日日立立市市
日日中中友友好好協協会会
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６
月
１
日

江
戸
川
大
学
名
誉
教
授
近
藤
益
世
さ
ん
に
よ
る
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
魅
力
」
の
講

演
会
を
行
い
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
卓
越
し
た
人
間
観
察
か
ら
な
る
人
の
内
面
描
写
や
言
語
が
魅
力
で
、
喜

劇
と
悲
劇
で
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
名
台
詞
の
説
明
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
が
ど
の
よ
う
に
日
本
社
会
に

親
し
ま
れ
て
き
て
、
日
本
文
化
の
一
要
素
に
な
っ
た
か
が
分
か
り
ま
し
た
。

10
月
４
日

中
秋
節
を
手
作
り
の
月
餅
を
作
っ
て
祝
う
交
流
会
を
行
い
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
蘇
州
式
の

小
豆
餡
と
豚
挽
肉
餡
の
２
種
類
の
月
餅
作
で
楽
し
み
ま
し
た
。
会
員
の
中
国
出
身
者
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て

月
餅
作
り
の
企
画
か
ら
準
備
、
会
場
の
飾
り
付
け
な
ど
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
、
希
望
者
に
は
月
餅
を
作
る
作

業
を
体
験
し
て
も
ら
い
好
評
で
し
た
。
交
流
会
の
余
興
で
は
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た

り
合
唱
や
、
漢
詩
朗
読
な
ど
を
楽
し
み
大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
15
日
か
ら
20
日
に
か
け
、
５
泊
６
日
の
「
貴
州
・
少
数
民
族
を
訪
ね
る
旅
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
会
員
12
名
が
参
加
し
て
の
大
変
思
い
出
に
残
る
研
修
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
旅
行
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
中
央
か
ら
か
な
り
離
れ

た
貴
州
で
も
高
速
道
路
、
新
幹
線
等
の
交
通
網
が
発
達
し
、
そ
れ
に
観
光
地
で
の

IT
化
が
進
ん
で
い
る
事
で
す
。
観
光
地
の
入
場
口
に
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ

れ
て
お
り
顔
認
証
で
ゲ
ー
ト
が
開
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
地
方
に
お
い
て
も
着
実
に
近
代
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

取取手手市市
日日中中友友好好協協会会

様様
々々
なな
活活
動動
でで
会会
員員
同同
士士
のの
親親
睦睦
をを
深深
めめ
るる

事事
務務
局局
長長

多多
々々
納納

三三
男男

那那珂珂市市
日日中中友友好好協協会会

“中国通”を目指して今すぐダウンロード！

「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｎ
」
は
中
国
の
国

営
放
送
局
で
あ
る
中
央
広
播
電
視
総

台
（
チ
ャ
イ
ナ
・
メ
デ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ/

Ｃ
Ｍ
Ｇ
）
の
公
式
ア
プ
リ
で
す
。
日
本
語

に
よ
る
中
国
の
ニ
ュ
ー
ス
や
生
活
情
報
、
中

国
語
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
翻
訳

機
能
な
ど
す
べ
て
無
料
で
楽
し
め
ま
す
。
さ

ら
に
国
内
外
の
パ
ン
ダ
ニ
ュ
ー
ス
や
ラ
イ
ブ

配
信
が
楽
し
め
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
ン
ダ
チ
ャ

ン
ネ
ル
も
開
設
し
て
お
り
、
パ
ン
ダ
好
き
垂

涎
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
満
載
で
す
。

ＫＫ
ＡＡ
ＮＮ
ＫＫ
ＡＡ
ＮＮ
っっ
てて
なな
にに
？？

小小美美玉玉市市
日日中中友友好好協協会会11

月
８
日
、
「
み
の
ー
れ
」
に
お
い
て

国
際
交
流
ひ
ろ
ば
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ぱ
ん
だ
ー
る
く
ん
と
ぱ
ん
だ
ー
な
ち
ゃ
ん

が
来
場
し
、
会
場
は
大
き
な
歓
声
と
笑
顔

に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

「
パ
ン
ダ
ン
ス
」
を
み
ん
な
で
元
気
い
っ

ぱ
い
に
踊
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大

盛
り
上
が
り
。
会
場
全
体
が
一
体
と
な
る

楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

ぱ
ん
だ
ー
る
く
ん
と
ぱ
ん
だ
ー
な
ち
ゃ

ん
が
つ
く
る
温
か
な
雰
囲
気
の
中
、
国
際

交
流
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
、
市
政
20
周

年
に
ふ
さ
わ
し
い
思
い
出
深
い
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

ぱぱ
んん
だだ
ーー
るる
くく
んん
とと
ぱぱ
んん
だだ
ーー
なな
ちち
ゃゃ
んん
がが
やや
っっ
てて
来来
たた
！！

国国
際際
交交
流流
ひひ
ろろ
ばば
！！

‼

監監
事事

加加
藤藤

恵恵
子子

７
月
26
日
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
横

堀
に
て
参
加
者
６
名
で
総
会
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、
寺

山
会
長
が
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ま

に
手
打
ち
そ
ば

を
振
る
舞
い
懇

親
を
深
め
ま
し

た
。

研修旅行参加者で記念撮影

総総

会会

開開

催催

会会
員員
とと
のの
懇懇
親親
深深
めめ
るる

９
月
30
日
に
中
原
一
博

前
会
長
が
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。
76
歳
。
葬
儀

は
10
月
３
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲

び
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

常常陸陸太太田田市市
日日中中友友好好協協会会

おお知知ららせせ〇
取
手
市
日
中
友
好
協
会

熊
谷

真

新
会
長

〇
常
陸
太
田
市
日
中
友
好
協
会

石
橋

誠

新
会
長

〇
結
城
市
日
中
友
好
協
会

臼
井

平
八
郎

新
会
長

地地
区区
協協
会会
会会
長長
就就
任任
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県
日
中
友
好
協
会
主
催
の
中
国

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
11
月

８
日
（
土
）
駿
優
教
育
会
館
で
発

表
者
や
関
係
者
ら
約
70
名
が
参
加

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
28
名
の
発
表
者
が
朗
読

部
門
、
ス
ピ
ー
チ
部
門
に
分
か
れ

日
頃
の
練
習
成
果
を
競
い
あ
い
ま

し
た
。

午
前
中
で
発
表
が
終
わ
り
、
審

査
委
員
会
（
委
員
長
水
戸
市
国
際

交
流
協
会
王
偉
亜
シ
ニ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
が
別
室
で
慎
重
に
審
査

し
た
結
果
別
記
の
と
お
り
入
賞
者

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
審
査
委
員
長
か
ら
全
体

の
講
評
が
あ
り
、
引
き
続
い
て
表

彰
に
移
り
県
日
中
寺
山
正
史
副
理

事
長
か
ら
各
入
賞
者
に
そ
れ
ぞ
れ

賞
状
と
賞
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
２
６
年
１
月
11

日
（
日
）
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第

43
回
全
日
本
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
（
（
公
社
）
日
中
友
好

協
会
主
催
）
に
朗
読
部
門
と
ス
ピ
ー

チ
部
門
の
最
優
秀
者
か
ら
４
名
が

推
薦
さ
れ
そ
の
結
果
、
ス
ピ
ー
チ

部
門
高
校
生
の
部
の
紙
田
実
生
子

さ
ん
が
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。

日日
本本
青青
少少
年年
陝陝
西西
省省
・・
甘甘
粛粛
省省
訪訪
問問

ー
県
内
高
校
生
５
名
が
参
加
、
多
角
的
な
視
野
と
国
際
感
覚
を
育
む
ー

(

東
洋
大
学
附
属
牛
久

中
学
校
・
高
等
学
校)

鈴
木
伸
一
教
頭
先
生

阿
部

明
香
里
２
年

金
子

実
礼

２
年

加
茂

紗
希

２
年

中
島

侑
子

２
年

玉
本

大
悟

１
年

●
訪
中
団
員
名
簿
●

〇
19
日
（
日
）

西
安
到
着

〇
20
日
（
月
）

西
安
外
国
語
大
学
生
と

青
少
年
交
流

農
村
振
興
視
察

〇
21
日
（
火
）

現
代
農
業
・
歴
史
文
化

視
察

〇
22
日
（
水
）

陝
西
汽
車
集
団

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車

フ
レ
ー
ム
工
場

西
安
︱
敦
煌
移
動

敦
煌
到
着

〇
23
日
（
木
）

敦
煌
文
化
研
修

〇
24
日
（
金
）

敦
煌
︱
北
京
︱
東
京

●
主
な
行
程
表
●

現地の方々と交流する中で、文化や言葉が違っ

ていても、相手の思いやりやあたたかさはしっ

かりと伝わってくることを実感しました。

(阿部 明香里)

【
朗
読
部
門
】

・
中
学
生
・
高
校
生
の
部

最
優
秀
賞

吉
岡

結
南

優
秀
賞

金
子

実
礼

優
秀
賞

新
田

珠
怜

優
秀
賞

城

由
奈

・
一
般
の
部

最
優
秀
賞

木
村

朱
李

優
秀
賞

北
澤

裕
明

優
秀
賞

藤
田

真
紀
子

【
ス
ピ
ー
チ
部
門
】

・
中
学
生
・
高
校
生
の
部

最
優
秀
賞

紙
田

実
生
子

優
秀
賞

木
村

真
維

・
一
般
の
部

最
優
秀
賞

横
山

智
哉

【
特
別
賞
】

神
﨑

恵
梨

発表中の様子

受受

賞賞

者者

一一

覧覧

中中
国国
語語
スス
ピピ
ーー
チチ
ココ
ンン
テテ
スス
トト

第第
2233
回回
茨茨
城城
県県
大大
会会
開開
催催

中
華
人
民
共
和
国
駐
日
本
国

大
使
館
に
よ
る
青
少
年
の
相
互

理
解
と
友
好
の
促
進
を
目
的
と

し
た
「
日
本
青
少
年
陝
西
省
、

甘
粛
省
訪
問(

10
月
19
日
〜
24
日)

」

事
業
に
神
奈
川
県
か
ら
６
名
、

群
馬
県
10
名
、
山
梨
県
１
名
、

そ
し
て
本
県
の
高
校
生
５
名
の

引
率
を
含
む
26
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
訪
中
し
た
県
内
学
生
の

報
告
書
の
一
部
を
抜
粋
し
、
紹

介
し
ま
す
。

「日本青少年陝西省、甘粛省訪問団」で記念撮影

私はこの訪問を通して、多くのことを学び、貴重な

経験をすることができました。全体を通して特に感

じたのは、中国が非常に歴史と文化の深い国であ

るということです。西安にも敦煌にも多くの歴史的

建造物があり、私もいくつかを実際に訪れることが

できました。西安の兵馬俑や敦

煌の莫高窟は、歴史の教科書に

も載っているほど有名な遺跡で

あり、授業で学んだ内容を自分

の目で見ることで、理解がより

深まったように感じました。

(金子 実礼)

中国は長い歴史を大切にしながら、未来に向け

て発展を続ける国だと感じました。西安では、古

代の遺跡や文化が現代の街並みや生活に自然

に溶け込んでおり、敦煌では、厳しい自然環境を

活かして最新技術で発展を目指す姿を目の当

たりにしました。

(玉本 大悟) 敦煌でらくだ乗り体験

( 8 )

ここ
れれ
かか
らら
もも
ずず
っっ
とと
日日
中中
友友
好好
をを……

委委
員員
長長

髙髙
橋橋

榮榮
子子

青青
年年
委委
員員
長長
就就
任任
ああ
いい
ささ
つつ

委委
員員
長長

高高
柳柳

拓拓
也也

青青年年
委委員員会会

６
月
１
日
に
女
性
委
員
会
総
会
を
開
催
し
、
来
賓
と
し
て
川
津
会
長
を
お

招
き
し
た
時
に
、
会
長
よ
り
の
お
声
か
け
に
よ
り
「
日
中
不
再
戦
之
碑
保
存
顕
彰
会
」

の
総
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
７
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
総
会
後
、
千
波
湖
畔
に
建

立
さ
れ
て
い
る
”
日
中
不
再
戦
之
碑
”
を
参
拝
し
た
時
に
は

気
持
ち
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

10
月
の
パ
ン
ダ
フ
ェ
ス
で
は
「
マ
ル
シ
ェ
ぱ
ん
だ
ー
な
ち
ゃ

ん
」
を
開
店
し
、
お
米
を
始
め
野
菜
、
い
ち
ご
苗
、
花
鉢
、

米
袋
で
作
っ
た
大
型
バ
ッ
グ
、
ピ
ン
バ
ッ
チ
等
で
売
り
上
げ

も
上
々
で
し
た
。
引
き
続
き
、
日
中
友
好
交
流
会
議
の
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
相
撲
甚
句
を
先
頭
に
来
賓
の
方
々

が
入
場
さ
れ
、
日
中
友
好
交
流
会
議
の
開
会
と
な
り
ま
し
た
。

中
国
か
ら
日
本
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
た
皆
様
の
御
協
力
に
よ

り
実
の
あ
る
会
議
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

令
和
８
年
２
月
に
は
春
節
交
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
楽
し
い
交
流

会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

女女性性
委委員員会会

こ
の
度
、
青
年
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
高
柳
拓
也
と
申
し
ま
す
。

学
生
時
代
よ
り
北
京
な
ど
で
のTE

E
N
S
R
O
C
K

や
、
震
災
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

意
味
合
い
も
あ
っ
た
い
ば
ら
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
日
中
の

若
者
が
国
境
を
越
え
て
一
つ
に
な
る
瞬
間
に
裏
方
と
し

て
立
ち
会
っ
て
き
ま
し
た
。
歴
代
で
最
も
若
い
就
任
と

な
り
ま
す
が
、
現
場
で
培
っ
た
経
験
と
情
熱
は
誰
に
も

負
け
ま
せ
ん
。
情
勢
が
難
し
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
理
屈

で
は
な
い
「
草
の
根
の
相
互
理
解
」
が
世
界
平
和
の
礎

に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
次
世
代
が
手
を
取
り
合
え

る
交
流
を
、
力
強
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

パンダフェスでの出店の様子

こ
の
会
は
、
日
中
不
再

戦
之
碑
に
込
め
ら
れ
た
真

の
平
和
の
願
い
を
末
永
く

伝
承
し
て
い
く
こ
と
を
誓

う
同
志
に
よ
っ
て
結
成
さ

れ
、
古
く
は
第
二
代
水
戸
藩

主
徳
川
光
圀
公
が
中
国
明
時
代
の
儒
学
者

「
朱
舜
水
」
や
学
僧
「
東
皐
心
越
」
を
招

聘
し
て
交
流
を
深
め
た
悠
久
の
心
に
思
い

を
馳
せ
、
そ
の
足
跡
を
訪
ね
る
と
と
も
に
、

日
本
と
中
国
の
平
和
と
友
好
推
進
に
つ
い

て
学
習
活
動
等
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

お問い合わせ先

日中不再戦之碑
保存顕彰会H P

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
は
茨
城
県
の
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
そ
し
て

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
が
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｊ
１
、
Ｊ
２
優
勝

と
い
う
茨
城
県
に
は
大
変
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

一
方
、
中
国
で
は
「
蘇
超
」
と
い
う
江
蘇
省
内
の
都
市

間
の
ア
マ
チ
ュ
ア
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
が
、
南
京
、
蘇
州
、

無
錫
な
ど
の
地
域
愛
を
刺
激
し
、
数
万
人
規
模
の
観
客
が

ス
タ
ジ
ア
ム
に
詰
め
か
け
、
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
と
し
て

注
目
さ
れ
ま
し
た
。

ど
ち
ら
に
も
共
通
す
る
の
は
「
地
域
愛
」
。
来
年
の
茨

城
ダ
ー
ビ
ー
、
蘇
超
が
地
域
活
性
化
の
視
点
か
ら
も
楽
し

み
で
す
。

上上海海事事務務所所

茨茨
城城
県県
上上
海海
事事
務務
所所
長長

鈴鈴
木木

賢賢
嗣嗣

「今が大事な平和運動」

日 中 不 再 戦 之 碑 保 存 顕 彰 会 の

平和運動に参加をお待ちしています

日日中中不不再再戦戦之之碑碑

保保 存存 顕顕 彰彰 会会
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２
０
２
５
年
２
月
25
日
（
火
）
新

春
交
流
会
を
駿
優
教
育
会
館
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

第
１
部
の
講
演
会
で
は
、
川
津
会

長
、
名
誉
会
長
大
井
川
知
事
、
在
日

中
国
大
使
館
康
参
事
官
、
西
野
県
議

会
議
長
等
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
拓
殖

大
学
客
員
教
授
西
川
り
ゅ
う
じ
ん
氏

が
進
行
役
を
行
い
「
い
ば
ら
き
《
観

光
交
通
フ
ォ
ー
ラ
ム
》
」
と
題
し
、

講
師
に
は
、
日
本
空
港
ビ
ル
デ
ン
グ

副
社
長
の
鈴
木
久
泰
氏
と
JR
東
日
本

企
画
社
長
の
赤
石
良
治
氏
を
迎
え
、

県
営
業
戦
略
統
括
官
の
橘
川
栄
作
氏

を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
招
き
、
２
０

３
０
年
の
訪
日
客
６
千
万
人
時
代
に

向
け
て
茨
城
の
観
光
交
通
の
在
り
方

に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
の
懇
親
会
で
は
、
県
市
議

会
議
長
会
の
大
津
会
長
、
（
公
社
）

日
中
友
好
協
会
の
揚
原
理
事
長
等
や

県
内
政
財
界
各
界
の
要
人
、
地
区
日

中
協
会
役
員
及
び
会
員
、
在
県
の
華

人
協
会
、
中
国
人
留
学
生
な
ど
が
参

加
し
、
各
界
代
表
者
か
ら
の
新
春
メ
ッ

セ
︱
ジ
の
の
ち
乾
杯
に
な
り
手
作
り

餃
子
や
、
茨
城
県
品
産
の
食
材
を
囲

み
な
が
ら
、
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
懇
談
の
輪
が
広
が
り
、
有

意
義
な
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

定
期
総
会
が
５
月
14
日
（
水
）

水
戸
駿
優
教
育
会
館
で
２
０
４

名
（
内
委
任
状
１
２
０
名
）
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
冒
頭
に
主
催
者
を

代
表
し
て
川
津
会
長
、
岩
下
副

知
事
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
中
国

大
使
館
の
郭
強
参
事
官
や
西
野

県
議
会
議
長
、
小
川
日
立
市
長

に
、
そ
し
て(

公
社)

日
中
友
好

協
会
の
宇
都
宮
会
長
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
に
入
る
前
に
、
五
十
嵐

副
会
長
理
事
長
か
ら
、
10
月
に

日
立
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
18

回
日
中
友
好
交
流
会
議
」
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
小
川
一
成
県
議
か
ら
、
４

月
15
日
か
ら
の
大
井
川
知
事
、

西
野
県
議
会
議
長
、
川
津
会
長

等
一
行
の
陝
西
省
と
の
友
好
覚

え
書
調
印
の
様
子
や
こ
れ
ま
で

の
経
過
を
含
め
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
で
は
引

き
続
き
、
「
パ
ン
ダ
ア
ー
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
「
中
国
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
「
パ
ン
ダ

フ
ェ
ス
」
の
開
催
に
加
え
て
、

パ
ン
ダ
フ
ェ
ス
内
で
「
パ
ン
ダ

ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
す

る
計
画
と
共
に
各
地
区
日
中
友

好
協
会
と
の
共
催
活
動
も
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度
は
「
役
員
改

選
」
も
行
わ
れ
、
新
た
に
改
選

さ
れ
た
役
員
を
代
表
し
て
副
理

事
長
事
務
局
長
に
就
任
し
た
岩

田
氏
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

役役
員員
名名
簿簿((

順順
不不
同同
・・
敬敬
称称
略略))

名名
誉誉
会会
長長

大
井
川
和
彦

会会

長長

川
津
隆

顧顧
問問

森
秀
男

相相
談談
役役

小
田
部
卓

副副
会会
長長

久
保
田
利
克
・
八
木
岡
努
・
内

藤
学
・
沼
田
安
広
・
袴
塚
孝
雄
・

宮
崎
泰
司
・
髙
橋
榮
子

副副
会会

長長
理理
事事
長長

五
十
嵐
則
夫

副副

理理
事事
長長

西
野
真
幸
・
高
濱
孝

美
・
寺
山
正
史
・
高
野
貴
世
志
・

藤
井
生
美
・
照
沼
重
輝
・
熊
谷

真
・
林
太
一

副副
理理
事事
長長
事事
務務

局局
長長

岩
田
光
造

常常
任任
理理
事事

寺
崎
久
美
子
・
秋
山
進
・
石
田

タ
キ
子
・
川
又
保
・
宮
本
正
枝
・

渡
辺
達
彦
・
中
川
周
・
小
宅
清

史
・
玉
造
順
一
・
今
橋
孝
司
・

益
野
博
・
木
本
信
太
郎
・
臼
井

平
八
郎
・
荒
川
透
・
潘
憲
生
・

鈴
木
俊
一
・
高
崎
進
・
村
本
修

司
・
飯
岡
幸
一
・
多
々
納
三
男
・

川
津
由
希
子
・
大
津
亮
一
・
生

田
目
裕

・
木
下
貴
文
・
今
井

一
道
・
馬
興
栄
・
木
村
憲
英
・

川
﨑
一
馬
・
朱
宇
坤
・
鈴
木
沙

羅
・
高
柳
拓
也
・
落
合
恵
一

理理
事事

飯
田
正
美
・
広
原
町
子
・

荒
蒔
和
裕
・
高
建
華
・
茂
田
絹

子
・
高
井
英
花
・
梅
沢
正
紀
・

丸
山
悟
・
内
山
隆
正
・
山
名
芙

美
・
荻
直
樹
・
海
東
英
晴
・
村

田
豊
・
川
上
光
彦
・
黄
磊
・
木

村
凛
子
・
曹

瓅慧・
徐
涛
・
岩
田

由
彦

法法
人人
理理
事事

㈱
秋
山
工

務
店
・
常
総
開
発
工
業
㈱
・
㈱

常
陽
銀
行
・
㈱
カ
ス
ミ
・
㈱
関

電
工
茨
城
支
店
・
㈱
日
立
製
作

所
日
立
事
業
所
・
㈱
広
沢
製
作

所
・
関
彰
商
事
㈱
・N

E
C

ネ
ッ

ツ
エ
ス
ア
イ
㈱
茨
城
営
業
所
・

Top
R
ights

JP
C
onsultan

t

㈱
・
鈴
縫
工
業
㈱

監監
事事

内

山
裕
・
木
名
瀬
幸
吉

挨拶をする郭強参事官

２２
００
２２
５５
年年
度度
定定
期期
総総
会会
開開
催催

２２
００
２２
５５
年年
新新
春春
交交
流流
会会
開開
催催

日 時：2026年2月25日(水)11：00～13：10(受付10：30)

会 場：駿優教育会館 会費：5,000円

11：00～11：30 ご挨拶
11：30～12：00 基調講演

講 師：CUEグループ CEO 施 侃 氏
講演テーマ：「パンダと国際交流」

12：10～13：10 懇親会《新春昼食会》

２２００２２６６年年新新春春交交流流会会ののごご案案内内

康暁雷参事官と記念撮影

( 9 )

昨
年
７
月
28
日
、
茨
城
空
港
で
は
、
春
秋
航

空
の
上
海
便
が
就
航
15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
茨
城
県
で
は
、
翌
29
日

の
便
の
到
着
客
お
出
迎
え
、
出
発
客
お
見
送
り

を
実
施
し
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
等
を
配
布
す
る
と
と

も
に
、
８
月
末
ま
で
の
約
１
か
月
間
、
空
港
２
階
に
周
年
展

示
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

展
示
ス
ペ
ー
ス
に
置
い
た
中
国
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

多
く
の
来
場
者
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
、
中
国
観
光
へ
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

上
海
便
は
残
念
な
が
ら
３
月
28
日
ま
で
運
休
中
で
す
が
、

早
期
の
運
航
再
開
に
向
け
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

茨茨城城空空港港
だだ よよ りり

茨茨
城城
県県
営営
業業
戦戦
略略
部部
空空
港港
対対
策策
課課
長長

峯峯

英英
統統

パンダ施設（秦嶺四宝科学公園）視察の様子

事事
務務
局局
長長

茨茨
城城
県県
営営
業業
戦戦
略略
部部
観観
光光
戦戦
略略
課課
長長中中

島島

君君
江江

当
協
議
会
は
、
日
立
市
か
み
ね
動
物
園
へ

の
パ
ン
ダ
誘
致
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
元

年
６
月
に
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
４
月
に
は
、
当
協
議
会
の
会
長
で
あ
る
大
井
川
知
事
が

中
国
陝
西
省
を
訪
問
し
、
秦
嶺
四
宝
科
学
公
園
の
パ
ン
ダ
飼

育
施
設
の
視
察
を
行
っ
た
ほ
か
、
陝
西
省
と
の
「
友
好
県
省

関
係
の
発
展
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

パ
ン
ダ
誘
致
は
、
地
域
振
興
の
起
爆
剤
と
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
茨
城
県
と
中
国
と
の
交
流
促
進
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
関
係
者
の
皆
様
と
一
丸
と

な
っ
て
、
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

令
和
２
年
度
に
設
立
し
た
当
組
織
は
、
本
市
か

み
ね
動
物
園
へ
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
誘
致

の
実
現
に
向
け
て
、
全
市
的
な
機
運
醸
成
や
誘

致
活
動
へ
の
理
解
促
進
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
市
内
の
様
々
な
分
野
の
、
企
業
や
団
体
等
に
参
画
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
取
組
と
し
ま
し
て
は
、
貴
協
会
主
催
の
「
第

６
回
パ
ン
ダ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
、
本
市
か
ら
応
募
さ
れ

た
作
品
の
展
示
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
県
協
議
会
と
連
携
し
て

国
内
の
動
物
園
の
視
察
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
誘
致
は
、
希
少
動
物
の
保
全
へ
の
貢
献
や
地
域
の
活
性
化
な

ど
、
多
面
的
な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
貴
協
会
を
は
じ
め
、
県
や

関
係
団
体
と
連
携
・
協
力
し
、
実
現
に
向
け
て
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第６回パンダアートコンテスト市内作品展示会

日日 立立 市市
ジジャャイイアアンントトパパンンダダ

誘誘 致致 推推 進進 会会 議議

事事
務務
局局
長長

日日
立立
市市
産産
業業
経経
済済
部部

観観
光光
振振
興興
課課
長長東東

谷谷

保保

羽羽 根根 つつ きき

作作・・絵絵／／OOYYAAKKEE

●定期総会 （4月）

●パンダアートコンテスト

募集 （6月～）

●パンダフェス２０２6

（10月17日、18日）

●ワンダーパンダ―

ランドダンスバトル

（10月17日）

●パンダンスコンテスト

（10月18日）

●中国語

スピーチコンテスト

（11月）

2026年度事業計画

(予定含む)

第第４４回回

2026年10月17日（土）18日（日）

日立シビックセンター新都市広場にて

開催決定!!

いい ばば らら きき

パパンンダダ誘誘致致

推推進進協協議議会会



「
第
18
回
日
中
友
好
交
流
会
議
」

が
10
月
19
日
と
20
日
で
茨
城
県
日

立
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

19
日
15
時
〜
記
念
事
業
で
あ
る
”

パ
ン
ダ
フ
ェ
ス
”
に
よ
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
幕
が
開
き
、

冒
頭
（
公
社
）
日
本
中
国
友
好
協

会
宇
都
宮
徳
一
郎
会
長
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
来
賓
に
は
中
国
駐

日
大
使
館
張
漪
波
公
使
参
事
官
や

国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
市
町

村
長
等
多
く
の
方
々
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

同
日
18
時
〜
ホ
テ
ル
テ
ラ
ス
ザ

ス
ク
エ
ア
日
立
で
「
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
を

含
む
２
２
７
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

相
撲
甚
句
と
共
に
迎
え
ら
れ
な

が
ら
茨
城
県
日
中
川
津
隆
会
長
や

中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
袁
敏
道

副
会
長
、
県
日
中
名
誉
会
長
で
あ

る
大
井
川
和
彦
茨
城
知
事
、
呉

江
浩
駐
日
大
使
等
が
登
場
し
、
会

場
は
一
気
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、

鏡
開
き
と
ふ
る
ま
い
酒
の
の
ち
乾

杯
と
な
り
ま
し
た
。

ね
ば
〜
る
君
達
と
納
豆
餅
の
餅

つ
き
、
ぱ
ん
だ
ー
る
く
ん
、
ぱ
ん

だ
ー
な
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
チ
ア
ダ

ン
ス
チ
ー
ムD

E
LIC
IO
U
S

☆
が

『
パ
ン
ダ
ン
ス
』
を
明
秀
日
立
学

園
功
労
学
校
の
ダ
ン
ス
部
「B

lu
e
Fairies

」
が
『
ワ
ン
ダ
ー
パ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
を
披
露
し
、
会

場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
懇

談
の
輪
が
広
が
り
翌
日
の
会
議
に

向
け
て
参
加
者
の
絆
を
深
め
る
楽

し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

20
日
「
地
方
都
市
間
の
新
し
い

交
流
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
日
立

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
「
第
18
回
日

中
友
好
交
流
会
議
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

全
体
会
議
・
開
会
式
は
主
管
で

あ
る
川
津
茨
城
県
協
会
会
長
の
開

会
宣
言
で
幕
を
開
け
、
宇
都
宮
会

長
は
「
多
彩
な
民
間
交
流
を
推
進

し
、
対
話
を
重
ね
て
日
中
友
好
の

使
命
を
果
た
す
」
、
袁
敏
道
副
会

長
も
「
建
設
的
で
安
定
的
な
関
係

を
築
い
て
い
く
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
呉
江
浩
駐
日
大

使
、
外
務
省
か
ら
吉
田
智
久
美
地

域
調
査
官
、
大
井
川
和
彦
茨
城
県

知
事
が
来
賓
と
し
て
参
加
し
、
祝

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
①
地
方
都
市
間

交
流
、
②
継
承
と
創
新
、
③
青
年

の
活
躍
、
④
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
と

い
う
４
つ
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、

第
１
分
科
会
「
地
域
間
相
互
連
携
」

で
は
、
県
上
海
事
務
所
の
鈴
木
賢

嗣
所
長
が
茨
城
県
の
観
光
地
や
食

の
豊
富
さ
等
を
紹
介
し
、
４
月
に

友
好
県
省
関
係
の
発
展
に
関
す
る

覚
書
を
締
結
し
た
茨
城
県
と
陝
西

省
が
共
同
で
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
「
両
国
、
ア
ジ
ア
、
世

界
の
平
和
の
た
め
の
協
力
と
信
頼

関
係
を
官
に
先
立
っ
て
積
み
上
げ

る
」
な
ど
と
す
る
大
会
宣
言
を
採

択
さ
れ
、
第
18
回
日
中
友
好
交
流

会
議
が
閉
幕
さ
れ
ま
し
た
。

21
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に

は
30
名
が
参
加
さ
れ
、
国
営
ひ
た

ち
海
浜
公
園
、
那
珂
湊
「
さ
か
天
」

を
観
光
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

公
園
で
は
、
み
は
ら
し
の
丘
一

面
を
真
っ
赤
に
染
め
る
コ
キ
ア
の

美
し
い
風
景
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

参
加
者
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
上
が

る
な
ど
大
変
好
評
を
博
し
、
那
珂

湊
の
「
さ
か
天
パ
ー
ク
」
で
は
、

新
鮮
な
海
の
幸
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
く
等
茨
城
県
の
魅
力
を
存
分
に

感
じ
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
同
士

の
交
流
も
一
層
深
ま
る
観
光
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

( 3 )

第第
1188
回回
日日
中中
友友
好好
交交
流流
会会
議議
iinn
茨茨
城城

オープニングセレモニー開幕の様子

挨拶をする宇都宮会長張 漪波 公使参事官鏡開きの様子

ねば～る君と一緒に餅つきを披露

全体会議の様子

参加者全員で記念撮影

( 10 )

第
４
回
パ
ン
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス

ト
が
10
月
19
日
（
日
）
に
パ
ン
ダ

フ
ェ
ス
（
会
場:

日
立
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
新
都
市
広
場
特
設
ス
テ
ー

ジ
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
年
齢
を
超

え
た
10
チ
ー
ム
が
手
作
り
の
衣
装

や
パ
ン
ダ
の
耳
を
模
し
た
髪
型
等

で
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
レ
ン
ジ

を
加
え
た
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
か

わ
い
ら
し
い
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
出
場
チ
ー
ム
そ
れ

ぞ
れ
が
表
彰
さ
れ
、
各
チ
ー
ム
か

ら
個
人
賞
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
結
果
は
次
の
通
り
。

〇
グ
ラ
ン
プ
リ

10`s
sung

〇
準
グ
ラ
ン
プ
リ

ヨ
ガ
・ZU

M
B
A

ス
タ
ジ
オ
正

〇
３
位

B
lack

B
A
M
B
O
O

〇
入
賞

H
A
PPY

H
A
PPY

H
appy

☆nagisa
stars

K

２N
R
-H
IH
A

〇
ぱ
ん
だ
ー
る
く
ん
賞

Pinky
Friday

〇
ぱ
ん
だ
ー
な
ち
ゃ
ん
賞

パ
ン
ダ
招
へ
い
を
応
援
す
る
会

〇
ね
ば
〜
る
君
賞

北
茨
城
市
立
関
本
保
育
所

〇
納
豆
お
兄
さ
ん
賞

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブK

usuK
usu

今
年
度
で
３
度
目
と
な
る
、
日

立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
新
都
市
広

場
で
２
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
パ

ン
ダ
フ
ェ
ス
〜PE

A
C
E
A
N
D

D
IV
E
R
SITY

〜
、
な
ら
び
に
第

18
回
日
中
友
好
交
流
会
議
記
念
事

業
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
事
故
な
く

無
事
に
多
く
の
方
々
に
お
楽
し
み

い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
日
立
市
の
更
な

る
地
域
活
性
化
や
地
域
振
興
を
目

的
と
し
て
、
官
民
各
団
体
、
高
校

生
、
大
学
生
の
連
携
に
よ
り
開
催

致
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に
あ

た
っ
て
、
水
城
高
校
の
学
生
７
名
、

明
秀
学
園
日
立
高
校
の
学
生
33
名

の
計
40
名
の
ご
協
力
に
よ
り
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
当
日
に
向
け

た
広
報
活
動
や
運
営
等
を
行
い
ま

し
た
。

昨
年
同
様
、
２
日
間
と
い
う
短

い
期
間
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
昨
年
を
超
え
る
約
２
万
人
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
パ
ン

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
や
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
・
ダ
ン
ス
バ
ト

ル
、
パ
ン
ダ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

を
は
じ
め
と
し
て
、
遠
方
よ
り
お

越
し
い
た
だ
い
た
お
店
等
に
よ
っ

て
、
イ
ベ
ン
ト
は
大
変
な
賑
わ
い

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
私
は
実
行
委
員
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国

際
的
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
こ

と
も
あ
り
初
め
て
の
経
験
で
不
慣

れ
な
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
皆

様
の
間
断
な
い
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り

最
後
ま
で
何
事
も
な
く
本
イ
ベ
ン

ト
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ

し
て
、
本
イ
ベ
ン
ト
か
ら
貴

重
な
経
験
を
通
し
て
、
私
自
身
が

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

と
て
も
光
栄
に
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
立
市

と
パ
ン
ダ
フ
ェ
ス
の
更
な
る
発
展

を
願
っ
て
、
略
儀
な
が
ら
、
報
告

書
に
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

水
城
高
等
学
校
１
年

パ
ン
ダ
フ
ェ
ス2025

PE
A
C
E

A
N
D
D
IV
E
R
SIT

実
行
委
員
長

森
田

玲
衣

1100
月月
1188
日日((

土土))

～～
1199
日日((

日日))

のの
２２
日日
間間
でで
２２
万万
人人
来来
場場

挨拶をする森田実行委員長

会場で展示された巨大なジャイアントパンダのモニュメント

︱︱
第第
1188
会会
日日
中中
友友
好好
交交
流流
会会
議議
記記
念念
事事
業業
︱︱

第第
３３
回回
パパ
ンン
ダダ
フフ
ェェ
スス
開開
催催

パンダンスを披露する出場チーム

第第
４４
回回
『『
パパ
ンン
ダダ
ンン
スス
』』
ココ
ンン
テテ
スス
トト

オープニングレセモニーでパンダンスを披露



頂
い
て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
４
月
に
茨
城
県
と
陝

西
省
の
間
で
「
友
好
県
省
関
係
の

発
展
に
関
す
る
覚
書
」
の
締
結
が

あ
り
ま
し
た
。

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

皆
様
の
御
協
力
の
元
、
パ
ン
ダ
ア
ー

ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
パ
ン
ダ
ン
ス
の

普
及
活
動
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
県
内
学
生
の
訪
中
団
派
遣
な
ど

各
種
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
、
今

で
き
る
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
草

の
根
交
流
を
促
進
し
、
更
な
る
友

好
関
係
の
構
築
に
努
め
て
参
り
ま

し
た
。

そ
し
て
、
10
月
に
は
戦
後
80
年
、

(

公
社)

日
本
中
国
友
好
協
会
の
設

立
75
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節

目
の
年
に
「
第
18
回
日
中
友
好
交

流
会
議
」
と
第
３
回
目
を
迎
え
る

「
パ
ン
ダ
フ
ェ
ス
」
を
記
念
事
業

と
し
て
開
催
し
、
積
み
上
げ
て
き

た
民
間
友
好
交
流
と
地
域
連
携
の

さ
ら
な
る
発
展
に
期
待
す
る
１
年

と
な
り
ま
し
た
。

本
年
は
特
に
厳
し
い
環
境
で
す

が
民
々
交
流
を
中
心
と
し
て
、
日

中
両
国
の
平
和
と
発
展
と
共
に
子
々

孫
々
ま
で
の
友
好
関
係
の
構
築
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

し
て
新
春
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
春
を
迎
え
、
茨
城
県
日
中
友

好
協
会
の
皆
様
に
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

県
内
経
済
界
に
お
い
て
も
、
日

中
両
国
の
安
定
的
な
交
流
と
相
互

理
解
の
深
化
は
、
地
域
産
業
の
発

展
に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
人
材
・
技

術
・
文
化
の
往
来
は
、
新
た
な
価

値
創
造
の
源
泉
で
あ
り
、
企
業
規

模
を
問
わ
ず
幅
広
い
産
業
に
活
力

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
、
貴
会
に
は
両
国
間
の

友
好
促
進
の
架
け
橋
と
な
っ
て
頂

け
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
お
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
「
第
18
回
日
中
友
好

交
流
会
議
」
を
茨
城
で
開
催
す
る

な
ど
、
日
中
間
に
お
け
る
政
治
課

題
が
あ
る
中
に
お
い
て
、
民
間
レ

ベ
ル
で
の
両
国
間
に
揺
る
ぎ
な
い

友
好
関
係
を
築
い
て
い
こ
う
と
す

る
活
動
を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

連
合
茨
城
と
し
て
も
、
パ
ン
ダ

招
聘
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
諸
活

動
へ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

日
中
友
好
協
会
が
民
間
外
交
の

役
割
を
果
た
し
、
両
国
の
友
好
関

係
が
益
々
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
、
な
ら
び
に
日

頃
よ
り
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
っ

て
い
る
関
係
各
位
に
、
心
よ
り
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国

際
情
勢
は
依
然
と
し
て
不
透
明
さ

を
増
し
、
日
中
関
係
を
取
り
巻
く

環
境
も
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
そ

の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
は
改
め
て
「
相
互
理
解
」
と

「
民
間
交
流
」
の
重
要
性
を
再
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

日
中
友
好
の
原
点
は
、
政
府
間

の
関
係
だ
け
で
な
く
、
人
と
人
と

の
誠
実
な
交
流
に
あ
り
ま
す
。
文

化
、
教
育
、
経
済
、
観
光
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
、
草
の
根
の
交
流
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
、
相
互
不
信
を
和

ら
げ
、
未
来
へ
の
信
頼
を
育
む
最

も
確
か
な
道
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

特
に
今
後
は
、
次
代
を
担
う
若

者
同
士
の
交
流
を
一
層
重
視
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
学
生
交

流
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
対

話
、
地
域
に
根
ざ
し
た
共
同
活
動

な
ど
を
通
じ
て
、
国
境
を
越
え
た

「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
築
く
こ

と
が
、
将
来
の
日
中
関
係
の
安
定

と
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

ま
た
、
農
業
分
野
は
、
食
料
安

全
保
障
、
環
境
保
全
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
と
い
っ
た
共
通
課

題
を
抱
え
て
お
り
、
日
中
双
方
が

知
恵
と
経
験
を
共
有
で
き
る
重
要

な
分
野
で
す
。
茨
城
県
は
日
本
有

数
の
農
業
県
と
し
て
、
高
品
質
な

農
産
物
、
生
産
技
術
、
人
材
育
成

の
面
で
大
き
な
可
能
性
を
有
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
は
、
農
業
交
流
や
人
材
交

流
を
通
じ
て
、
相
互
理
解
を
深
め
、

信
頼
に
基
づ
く
実
践
的
な
協
力
関

係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
、
地
域

か
ら
日
中
友
好
を
支
え
る
力
に
な

る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
実
り
多
き
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
、
そ
し
て
日
中
両
国
の

友
好
と
平
和
が
さ
ら
に
深
ま
る
年

と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

( 2 )

両両
国国
間間
のの
懸懸
けけ
橋橋
にに

一一
般般
社社
団団
法法
人人
茨茨
城城
県県
経経
営営
者者
協協
会会

会会
長長

笹笹
島島

律律
夫夫

揺揺
るる
ぎぎ
なな
いい
日日
中中
友友
好好
関関
係係
にに
向向
けけ
てて

連連
合合
茨茨
城城

会会
長長

久久
保保
田田

利利
克克
夫夫

草草
のの
根根
のの
交交
流流
のの
積積
みみ
重重
ねね
がが
、、

未未
来来
へへ
のの
信信
頼頼
をを
育育
むむ

茨茨
城城
県県
農農
業業
協協
同同
組組
合合
中中
央央
会会

会会
長長

八八
木木
岡岡

努努

( 11 )

木村千春
（稲敷市）

根本 さくら
（日立第一高等学校付属中学校）

中中学学生生のの部部

一一般般のの部部

沢田佳伸
（三重県津市）

西川 怜
（大分大学教育学部付属小学校）

縄 乃々香
（札幌市立資生館小学校）

小小学学生生低低学学年年のの部部 小小学学生生高高学学年年のの部部
第第６６回回

パパンンダダアアーートトココンンテテスストト
最最優優秀秀賞賞受受賞賞作作品品

伊藤 未桜
（大久保中学校）

江川 里緒
（取手松陽高等学校）

高高校校生生のの部部 一一般般のの部部

高高校校生生のの部部

野上 渚咲
（日立第二高等学校）

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
と
ぱ
ん
だ
ー
る
く
ん
・
ぱ
ん
だ
ー
な
ち
ゃ
ん
を
テ
ー
マ

と
し
た
「
第
６
回
パ
ン
ダ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

開
催
し
、
８
月
30
日
（
土
）
水
戸
駿
優
教
育
会
館
に

て
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
応
募
者
総
数
１
３
３
８
名
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、
パ
ン
ダ
ア
ー

ト
の
文
化
芸
術
を
通
し
て
友
好
活
動
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
日
展
審
査
員
の
諸
先
生
方
の
厳
正
な

審
査
に
よ
り
選
ば
れ
た
絵
画
部
門
と
四
コ
マ
漫
画
部

門
で
そ
れ
ぞ
れ
の
賞
に
輝
い
た
受
賞
者
が
出
席
し
、

２
０
０
余
名
の
関
係
者
が
集
い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第第
１１
回回
『
ワワ
ンン
ダダ
ーー
パパ
ンン
ダダ
ーー
ララ
ンン
ドド
』』
ダダ
ンン
スス
ババ
トト
ルル

表彰状授与の様子

中中学学生生のの部部

第６回
パンダアートコンテスト
受賞結果については
こちらのQRコードから
ご覧いただけます

第第
６６
回回
『『
パパ
ンン
ダダ
アア
ーー
トト
』』
ココ
ンン
テテ
スス
トト

ダ
ン
ス
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
Ｓ
Ａ
Ｍ
氏
が
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
振
り
付
け
を
施
し
た
『
ワ
ン
ダ
ー
パ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
』
の
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
が
10
月
18
日
（
土
）

に
パ
ン
ダ
フ
ェ
ス
（
会
場:

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

新
都
市
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
に
Ｓ
Ａ
Ｍ
氏
を
迎
え
、
ダ
ン
サ
ー
チ
ー

ム
10
組
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
由
曲
と
、
課
題
曲
『
ワ
ン
ダ
ー

パ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
の
２
曲
の
ダ
ン
ス
で
競
い
合
い
ま

し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
賞
金
20
万
円
と
賞
状
が
Ｓ
Ａ
Ｍ
氏

か
ら
手
渡
さ
れ
、
最
後
に
出
場
者
全
員
で
記
念
撮
影
と

『
ワ
ン
ダ
ー
パ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
を
踊
り
閉
幕
と
な
り

ま
し
た
。

受
賞
結
果
は
次
の
通
り
。
〇
グ
ラ
ン
プ
リ

踊
狂

〇
準
グ
ラ
ン
プ
リ

C
heer

B
oo

〇
３
位

K
2N

R
-H
IH
A

ＳＡＭ氏と出場者全員で記念



謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
長
年
に
わ
た
り

日
中
友
好
の
活
動
に
格
別
の
ご
尽

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
４
月
に
中
国
を
訪
問

し
、
パ
ン
ダ
誘
致
活
動
を
通
じ
て

交
流
を
積
み
重
ね
て
き
た
陝
西
省

と
の
間
で
「
友
好
県
省
関
係
の
発

展
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
ま

し
た
。
ま
た
、
10
月
に
は
、
日
立

市
に
お
い
て
日
中
の
民
間
友
好
交

流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る

「
第
18
回
日
中
友
好
交
流
会
議
」

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
本
県
と
中

国
の
経
済
・
人
的
交
流
に
一
層
の

弾
み
が
つ
い
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

日
中
関
係
は
依
然
と
し
て
様
々

な
懸
案
や
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
が
、
皆
様
の
草
の
根
活
動
を
礎

と
し
た
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
パ

ン
ダ
誘
致
活
動
に
加
え
、
中
国
か

ら
の
企
業
誘
致
や
誘
客
促
進
、
活

発
な
人
材
交
流
に
向
け
て
、
引
き

続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
多
方
面

に
わ
た
る
交
流
が
更
に
深
ま
り
ま

す
よ
う
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
実

り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
各
地
区
日
中

や
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
友
好
活
動

に
ご
尽
力
を
賜
り
、
ま
た
当
協
会

へ
の
運
営
に
御
支
援
、
御
協
力
を

( 1 )

2026年1月30日発行

NPO法人茨城県日中友好協会
会長 川津 隆

〒310-0011茨城県水戸市三の丸
1-1-42駿優教育会館6F
TEL 029-350-1231
FAX 029-350-1232
E-mail:info@jcfa-ibaraki.net

印刷 日立高速印刷㈱

呉呉江江浩浩駐駐日日本本中中国国大大使使やや二二所所ノノ関関親親方方等等とと一一緒緒にに記記念念撮撮影影（（22002255年年1100月月1199日日第第1188回回日日中中友友好好交交流流会会議議歓歓迎迎レレセセププシショョンン））

新新春春特特大大号号 第第5500号号

日日
中中
友友
好好
のの
更更
なな
るる
発発
展展
をを
目目
指指
しし
てて

ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人
茨茨
城城
県県
日日
中中
友友
好好
協協
会会

名名
誉誉
会会
長長

大大
井井
川川

和和
彦彦

民民
間間
交交
流流
とと
地地
域域
連連
携携
のの

ささ
らら
なな
るる
発発
展展
にに
期期
待待
しし
てて

ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人
茨茨
城城
県県
日日
中中
友友
好好
協協
会会

会会
長長

川川
津津

隆隆

( 12 )

株式会社秋山工務店 株式会社秋山工務店(水戸)
有限会社アドバンスメント イガラシ綜業株式会社
茨城県農業協同組合中央会 株式会社サイバーテック
昭和建設株式会社 鈴縫工業株式会社
関彰商事株式会社 中央労働金庫茨城県本部
Top Rights JP Consultant株式会社 日立高速印刷株式会社
日本労働組合総連合会茨城県連合会 ひろうら
水戸ヤクルト販売株式会社 株式会社山森
学校法人あさひ学園認定こども園あさひ幼稚園 （順不同）

協賛企業・団体

秋秋

山山

進進

荒荒

川川

透透

荒荒
蒔蒔

和和
裕裕

飯飯
岡岡

幸幸
一一

五五
十十
嵐嵐

則則
夫夫

石石
田田

タタ
キキ
子子

今今
橋橋

孝孝
司司

岩岩
田田

光光
造造

岩岩
田田

由由
彦彦

臼臼
井井

平平
八八
郎郎

内内
山山

隆隆
正正

内内

山山

裕裕

梅梅
沢沢

正正
紀紀

大大
井井
川川

和和
彦彦

大大
津津

亮亮
一一

荻荻

直直

樹樹

小小
田田
部部

卓卓

落落
合合

恵恵
一一

小小
宅宅

清清
史史

海海
東東

英英
晴晴

川川
上上

光光
彦彦

川川
﨑﨑

一一
馬馬

川川

津津

隆隆

川川
津津

由由
希希
子子

川川

又又

保保

木木
名名
瀬瀬

幸幸
吉吉

木木
下下

貴貴
文文

木木
村村

憲憲
英英

木木
村村

凛凛
子子

木木
本本

信信
太太
郎郎

久久
保保
田田

利利
克克

熊熊

谷谷

真真

髙髙

建建

華華

黄黄

磊磊

朱朱

宇宇

坤坤

徐徐

涛涛

鈴鈴
木木

沙沙
羅羅

鈴鈴
木木

俊俊
一一

曹曹

瓅瓅慧慧

高高
井井

英英
花花

高高

崎崎

進進

高高
野野

貴貴
世世
志志

髙髙
橋橋

榮榮
子子

高高
濱濱

孝孝
美美

高高
柳柳

拓拓
也也

多多
々々
納納

三三
男男

玉玉
造造

順順
一一

寺寺
﨑﨑

久久
美美
子子

寺寺
山山

正正
史史

照照
沼沼

重重
輝輝

内内

藤藤

学学

中中

川川

周周

生生
田田
目目

裕裕

西西
野野

真真
幸幸

沼沼
田田

安安
広広

袴袴
塚塚

孝孝
雄雄

林林

太太

一一

潘潘

憲憲

生生

広広
原原

町町
子子

藤藤
井井

生生
美美

馬馬

興興

栄栄

益益

野野

博博

丸丸

山山

悟悟

宮宮
崎崎

泰泰
司司

宮宮
本本

正正
枝枝

村村

田田

豊豊

村村
本本

修修
司司

森森

秀秀

男男

八八
木木
岡岡

努努

山山
名名

芙芙
美美

渡渡
辺辺

達達
彦彦

（（
五五
十十
音音
順順
）

当当 協協 会会 はは 常常 時時 皆皆 様様 のの
ごご入入会会ををごご歓歓迎迎申申しし上上げげてて
おおりりまますす。。
ごご希希望望のの方方はは事事務務局局ままでで
ごご一一報報くくだだささいい。。

入入会会ごご案案内内ペペーージジ

★
昨
年
10
月
19
日
・
20

日
、
日
立
市
で
開
催
し

た
第
18
回
日
中
友
好
交

流
会
議
は
、
大
盛
況
と
絶
大
な

好
評
を
得
、
成
功
裡
に
閉
幕
し

ま
し
た
。
友
好
交
流
会
議
の
記

念
事
業
と
し
て
の
パ
ン
ダ
フ
ェ

ス
は
、
３
回
目
を
迎
え
一
層
充

実
し
て
来
ま
し
た
が
、
取
り
分

け
実
行
委
員
会
と
し
て
務
め
た

学
生
諸
氏
の
活
躍
が
注
目
さ
れ

ま
す
。
第
４
回
の
開
催
が
10
月

17
日
・
18
日
、
日
立
市
に
決
定

し
ま
し
た
。

★
地
区
協
会
の
投
稿
が
増
え
ま

し
た
。
地
域
の
事
情
等
で
活
動

の
濃
淡
は
当
然
で
す
が
、
参
加

意
思
の
表
明
は
大
い
に
歓
迎
さ

れ
る
も
の
で
す
。
今
後
の
更
な

る
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

★
４
コ
マ
漫
画
の
登
場
は
、
紙

面
に
花
を
添
え
て
い
ま
す
。

(

常
任
理
事

益
野

博)

ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人
茨茨
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県県
日日
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友友
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協協
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役役
員員
一一
同同


